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 ───────────────────────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（中村俊六郎君） 皆さん、おはようございます。 

 本日は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災から３年になります。 

 震災により亡くなられた方々のご冥福、また震災に遭われた方々の一日も早い復興をお祈り

して、黙禱いたします。 

 黙禱。 

（黙禱） 

○議長（中村俊六郎君） 黙禱を終わります。着席ください。 

 本日の日程は、あらかじめお手元に配付いたしました日程のとおりです。よろしくお願いい

たします。 

 本日の出席議員は11名です。 

 よって、定足数に達しておりますので、本日の会議は成立いたしました。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 なお、議会だより編集のため、議場内の写真撮影を許可いたしました。 

 傍聴人に申し上げます。 

 傍聴にあたっては、傍聴規則に従い静粛にお願いいたします。なお、携帯電話は電源を切る

か、マナーモードに設定してください。 

（午前 ９時３０分） 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◎一般質問 

○議長（中村俊六郎君） 日程第１、一般質問に入ります。 

 一般質問の制限時間は90分です。質問者も答弁者も簡潔にお願いいたします。 

 なお、質問については、会議規則第63条の準用規定により、一般質問も同一の質問について

３回を超えることができないことになっていますので、ご注意ください。 

 また、一般質問通告書に記載のない関連質問については認められません。議長の議事整理権

に基づき制止しますので、ご注意ください。 

 順次発言を許します。 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◇  井 茂 夫 君 
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○議長（中村俊六郎君） 通告順により、５番、 井茂夫君、登壇の上、ご質問願います。 

（５番 井茂夫君 登壇） 

○５番（ 井茂夫君） ５番、 井です。 

 議長から発言のお許しをいただきましたので、これより一般質問をさせていただきます。 

 私は元来声が大きいので、できれば執行部のほうも声を大きくして、自信を持って私に説明

してもらいたいと思います。いつも私はそばだてて聞いている関係で、なかなか聞きづらい面

がありますので、ここは傍聴者もいらっしゃる関係もありまして、どうか声を大きくして、自

信を持って発言してもらいたいことを冒頭よりお願い申し上げます。 

 今日、３月11日、３年前のあの大災害によって多くの方々が亡くなった。そして、また今で

も関連死といいまして、いろんな福島県は特に多いらしいんですけれども、そういう方々が亡

くなっている。そういうとき、またこの３年目ということで、私がこの一般質問をさせていた

だくことは本当に光栄に思っております。それは、後ほど私が説明しますけれども、天がくだ

さったそういう機会だと私は思っています。 

 まず初めに、一般質問に入る前にちょっと聞いていただきたいんです。今日、千葉日報に忙

人寸語ということですか、読売新聞であれば編集手帳、朝日新聞であれば天声人語、そんな今

日にふさわしい一文が載っていましたので、まずこれを私が朗読させていただきたいと思いま

す。すみません。 

 「世界を震撼させた東日本大震災からきょうで３年。巨大地震と大津波、原発事故が重なっ

た未曽有の大災害で亡くなった人たちのご冥福をあらためて祈る 

 発生以来、巨額の復興予算がつぎ込まれているものの、復旧復興のまだ道半ば。家を失い住

み慣れた地域を離れての仮設住まいや避難生活を余儀なくされている人たちにとって、３年の

歳月は途方もない長い時間と推察する 

 復興への課題は山積している。予算の使い勝手の悪さ、被災地ニーズに合わない事業も度々

問題になる。予算配分や関連事業が被災地ではなく、永田町と官僚目線になっていないか。政

府と国会には常にチェックが求められる 

 本県では津波と液状化被害に加えて、原発事故に伴う農林水産物の出荷停止や風評被害に見

舞われた。原発の安全神話が崩壊した中で、与党は再稼働へ歩み出そうとしているが教訓は生

かされるのか 

 復興が遅れる一方で、大震災の風化が懸念されている。「30年以内に70％程度の確率」とさ

れる首都直下地震や南海トラフ地震。自然災害の多い国で暮らしていることを忘れることなく
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行政、企業、住民レベルで「次」に備えたい 

 きょうは旭市をはじめ、各市で追悼式が行われる。千葉県で起きた震災被害を風化すること

なく後世へ伝えるとともに、地域防災の取り組みが停滞しないように、わたしたちは震災報道

を続ける。」と、こういう千葉日報からの貴重な記者の言葉なんですけれども、披露させてい

ただきました。 

 まず、私事で甚だ申しわけないんですけれども、私の家内も大船渡、おふくろは陸前高田出

身です。震災が起こった３月11日、未曽有の災害だったものですから、本当におふくろは大丈

夫かな、親戚は大丈夫かなとテレビ報道を間断なく見ていました。それで、前もちょっと話し

たかもしれませんけれども、１週間後にようやくおふくろが生存であるという内陸部のＮＴＴ

の方から私に電話がありました。とにかく、あなたのおふくろさんが、埼玉と私の御宿に、無

事だからということを伝えてほしいと言われまして、それで私は本当にほっとしたなというの

がまず第一に感じたことです。 

 また、以前にもちょっとお話ししたように、携帯電話は全然不通です。いろんな通信機能が

全部不能になりました。ただ一つ、また忘れてほしくないのは衛星電話なんです。たまたま私

の親族がそういうところに勤めていまして、私に電話をしたんです。おふくろ、大丈夫かと。

何で俺に聞くのかなと思ったんですけれども、自分のおふくろなのに、もちろん私のおふくろ

でもあるんですけれども、東北にいますので、身近にいるところがよくわかるんじゃないかな

と思ったんですけれども、そうじゃなくて私に電話が来まして、じゃその電話は何だと聞いた

ら、衛星電話なんです。衛星電話というのは、ああそうか、宇宙が破壊されない限り通信はで

きるんだなと、そのときまさしく思いました。 

 この前、日曜日、いすみ市が防災何ですか、教育課長がよく知っているんですけれども、い

すみ市が実はいすみ市における防災活動のあり方ということで、岬ふれあい会館で教育関係者

の集まりのところで、私もたまたま見ましたので、そこに参加させてもらいました。 

 防災監の内田さんという方が、私はこういう話を内田さんに、講義が終わった後お話しした

んです。内田さん、衛星電話は本当にいいんですよ、こういうわけですよと話したら、いや、

いすみ市は２台持っていますよと。なるほど、やっぱり自衛官上がりの内田さんは、実践力に

即した我々に講義をしてくれました。いつか御宿にもこういうことを皆さんに教えてください

と言ったら、いすみ市の市長も、いや、御宿だってどこだってみんな行くという形で教育して

いますよということをおっしゃっていました。 

 隣のよしみで、隣だけがよくなるのではなくて、やはり一緒に盛り立ててあげていくという
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のがいかに大切であるかというのを、本当にいすみ市の防災監もいいことを言ってくれたなと

思っています。 

 私は、５月の連休にようやく行けることになって、初めに女房と息子は、新幹線は通ってい

ません、夜行バスが通るということで、それで夜行バスで東北縦貫道をひたすら私も行ったん

ですけれども、12時間以上走りました、盛岡からバスで大船渡に入っていったわけです。 

 私も５月の連休にようやく息子と行けるようになりまして、被災地を回ってきました。私も

登山をやっていた関係で、一応のサバイバルというかアウトドアというか、そういうものを全

部そろえていきまして、たまたま私の女房の実家は１階まで、まさかそこまで水位が来ると思

わなかった、１階までやられちゃいまして、それとあと、２軒先までやられまして、その上は

みんな無事だったんですね。そんな関係で行きまして、被災地を登山靴で回ったら、瓦れきの

上でも登山靴では歩くことができますので、大船渡駅に行きましたら、駅舎は全部ありません。

プラットホームがわずかに残っているだけ。 

 それで、これは余談ですけれども、岩手銀行もやられているんです。多分、岩手銀行の札束

がどんどん流れたんじゃないかなという不純な思いもしたんですけれども、そこを通って、実

は隣の陸前高田、陸前高田というのは千昌夫さんの生誕地です。大船渡は新沼謙治です。陸前

高田に、隣の市なんですけれども、レンタカーを無料だから借りて、親戚中をちょっと回って

みようと思って行ったわけです。 

 私は、大船渡から陸前高田に向かって、陸前高田の町なかを見たときに呆然としました。涙

が自然とこぼれてきました。見るだけで涙がこぼれてきました。それは、陸前高田の町なかが

真っ平らなんです。あるのはビル、鉄筋コンクリートのビルしかありません。一本松があそこ

にあるということなんですけれども、一本松を見るよりも市街地がこんなに、誰彼なしに全て

を流し尽くした、そういう町を見たときに涙が自然と出て、さらにこんなにひどかった大震災

だったんだなと。 

 私は、それからカーナビで親戚のところを回っていこうとしましたけれども、カーナビが言

うことを聞いてくれないんです。あっち方向に親戚のうちがあるのに、別な方向を指してしま

うんです。その途中で、大船渡線というのがあるんですけれども、今でも復旧していません。

その踏切のところに行きましたら、鉄道の鉄がほとんど見えなく、どこかに流されたんでしょ

う、ある一部分だけが残って、蛇行しているんですよ。本当にこんな力が、相当のエネルギー

がここにかかわったんだなと。 

 カーナビが私の言うことを聞いてくれないですから、私は私なりにあの方向だなということ
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で車を走らせましたら、大体のところにたどり着くことができまして、親戚のほうを回ること

ができました。 

 親戚も、過去にやはり地震を何回か受けていますので、高いところに造成はしたんですけれ

ども、１階がやられていまして、２階で暮らしていると。ただ、それはまだいいほうなんです

ね、１階だけやられて２階で暮らせるということ自体が。そのもっと下のところは、もう家屋

が転倒しているんです、木造家屋ですから。転倒していまして、おじさん、大変だったね、で

も俺ばっかりじゃないからなという会話をしたんですけれども、たまたまその上にまたおじさ

んがいるんですけれども、そこはあと３メートルで被災したと、それもかなり高いところです。 

 そして、私が行きましたら、話しましたら、もう親戚の方が避難してきていまして、私が御

宿の誰々ですと言っても全然わかってくれません、親戚の方ですから、会ったこともない方で。

それが主人は脳梗塞でちょっとわからなくて、その嫁さんのほうが、おばさんが親戚、特に血

縁関係が女房とあるんですけれども、その人もたまたま病院に行っていましたので全然わから

なくて、後でわかった次第なんです。 

 その付近の防潮堤も見学してきました。私はもともと物づくりというのが私の専門分野だっ

たものですから、物見遊山ではなくて、どんな構造物が倒れているとか、何かという形で見て

きたつもりです。本当に激しかったのは、私より５メートルぐらいすごいコンクリートの塊の

擁壁があるんですけれども、それが倒れているんです。それも写真を撮ってきまして、本当に

ひどい災害だなと思いました。 

 その前にいとこが亡くなりまして、その心労でその父親も亡くなったんですけれども、その

おじさんはよく私が東北に行きますといろんなところへ連れていってくれました。特に海産物

は、向こうは養殖地なものですから、カキ、ホタテ、ワカメ、ホヤ、ウニとか、こういうもの

が本当にたくさんとれる。さらに、エゾアワビもとれます。 

 最初におじさんの広田、陸前高田の広田というところに行ったんですけれども、最初に海岸

線周りは５メートルぐらいの防潮堤がばっと築かれていまして、極端な話ですけれども万里の

長城かなという、海は全然見えません。 

 大船渡線に乗って陸前高田に行きますと、鉄道は結構高い位置にありますから海は見えるん

です。ところが、海岸線に行こうとしたときには、防潮堤が５メートルより高いですから、と

てもここの先に浜があるなんというのは全然わからないです。 

 ところが、私が陸前高田の被災地を見に行ったときには跡形もありませんでした。そんな、

防潮堤ってこんなにお金をかけたって全然役に立たないんだな、まあ少しは役に立ったんだと
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思いますけれども、後々の検証で役に立ったとは思うんですけれども、でも見た目では役に立

たなかったんだなという思いがしました。 

 それで、大船渡も何回か津波で被災していますので、お寺に行きますといろんな被災の塔が

あります。特にあそこは、実は湾口が大体600メートルぐらいあるそうなんですけれども、そ

この湾口を縮めると津波の被害が少ないということで、両サイド約600メートルあるんですが、

真ん中を開いて両サイドを200メートルぐらい防潮堤をやってあるわけなんですけれども、今

回の津波の第１波で全部倒れたそうです。今度は、復旧に幾らかかるという話なんですけれど

も、復旧で300億円かかるそうです。リアス式ですから、結構水深が深いもので、養殖業者に

とってみれば今度は海水が出入りしますから、カキ養殖は今まで種を植えてから３年たたない

と出荷できないんですけれども、この湾口が開いたために２年で出荷できると言っていました。

要するに、明暗というのはあるんですね。それで、300億円、御宿町の10年分の予算です。そ

れほどお金をかけて今まで進めてきたわけです。 

 そんなことで、２月28日現在の被災死者が１万5,884人、行方不明者が2,636人、震災関連死

が、今日の新聞では3,048人です。福島も含めて、今なお26万人の避難生活者がいるというこ

とです。 

 実はこれが御宿、1703年の元禄津波で一体どれくらい亡くなったかというのが、郷土歴史館

が調べたものによりますと、当時の津波は８メートルだと言われています。議長に申しわけな

いんですけれども、久保で800人亡くなっています。御宿で15人と書いてあるんです。久保と

御宿でどう違うのかなと思ったんですけれども、郷土資料館がそのように言っていますので、

久保が800人、久保という言葉そのものがくぼ地という意味じゃないかなと、大多喜にも久保

というところがあるんですけれども、くぼ地なんですね。一番被災を受けたところなんですよ。

だから、よく土地の字なんかもその言葉をもろにあらわしているということで、その土地がど

ういう土地であるかというのは、字を見ると大体わかると、そういういわれがあるそうです。 

 だから、もうひとつ教訓としているのは、高山田があるところは、鮫沼という沼があるそう

です。この鮫沼は、元禄の津波でサメが泳いできたらしいんです。後のメモリアルを残すため

に、鮫沼という名前をつけたそうです。それをこの元禄津波、当時人口はどのくらいいたんで

しょうか、ちょっとはっきりそれはデータがないですからわからないですけれども、かなりの

被害があったということです。 

 千葉県では、死者が今回のやつで22人、行方不明２人、負傷者は256人、１万1,000棟の全半

壊がある。これほど本当に未曽有な災害で、さて、我が町はこの教訓を生かしてやっぱり備え
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をしなければいけないなという気持ちで、私はたまたま3.11のこの日に質問させていただきま

したので、願ったりかなったりだなという思いがあります。 

 そして、また町長も、全ては町民のために、災害に強い町づくりをしたいという願いが町長

にはあるんです。私も同じ考えです。ですから、今日はこういう亡くなった、とうとい命が失

われた３年前、この教訓を生かして、お互い襟を開いて本当にこの教訓を生かすかどうか、私

の質問に対して、通常でも真摯に答えてくれているんですけれども、さらに真摯に答えていた

だきたいという願いで、まず質問に入らせていただきます。 

 昨年10月の台風26号、大雪が２月14日に発生しました。台風26号だと伊豆大島の土砂災害で

す、これはかなりの大災害でした。あそこは噴火によってできた島ですから、土質的には結構

さらさらの土なんです。真砂土という土で、水を浸透させやすい土なんです。我が町は、我が

町とは言わずにこの付近の土地は大体が砂地のところと岩があって、その上の表面に粘土土が

１メートル、２メートルぐらいで積もっている、そういう土層をなしているわけです。私は、

伊豆大島ほどの土砂災害は少なくともそういう土質の違いから見て起こらないだろうなと思っ

ています。 

 しかしながら、そういう教訓というか、そういうことがあったことに対して、我々は真摯に

受けとめなければいけないし、今、地球温暖化なんでしょうか、今年は寒かったり去年は暑か

ったり、すごく異常気象ですよね。ですから、異常気象を念頭に置いて物事を考えていかない

と、今まではよかったけれども、この先大丈夫だという保証なんて一つもありません。 

 だから、人のふりを見てわが身を直すというんですか、そういうことで自然に対しては謙虚

で物事を考えていかないと、自然からはその仕打ちを受けます。ですから、災害に対するたゆ

まぬ備え、それを常日ごろから自助、自分自身ですね、公助、地域、公助について持っていか

なければ達成できないことは誰しもわかることだと思います。 

 私は、そういった意味でも、今回は公助という意味で役所がやってくれなければいけない部

分というのがあるんです。それを今日問いただそうと思いますので、よろしくお願いします。 

 御宿町は、まず台風26号によって町道２路線が通行止になりました。また、最近の話では、

河川災害が３カ所あったということでお聞きしています。それは準用河川ということだと思う

んですけれども、その２路線については町道2151号、町道010号線の２カ所であった。 

 まず、台風26号による２路線の通行止期間、それは何日なんですか、課長、お願いします。 

○議長（中村俊六郎君） 佐藤建設環境課長。 

○建設環境課長（佐藤昭夫君） 申し訳ございません、通行止の期間につきましてはちょっと
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今、手元に資料がございませんで、後ほどお知らせしたいと思います。すみません。 

○５番（ 井茂夫君） わかりました。では、それは後ほど聞きます。 

 では、２月14日の大雪、じゃ、これもわからないということですね。2151号線、同じ路線が

２つ、もう一つ追加されたのは010号線、七本から部原の、これが通行止になりました。多分

３路線だと私は理解しているんですけれども、それらも後ほどですか。 

○議長（中村俊六郎君） 佐藤建設環境課長。 

○建設環境課長（佐藤昭夫君） ２月中には通行止のほうは解除になってございます。 

○５番（ 井茂夫君） いや、だから通行止期間。 

○建設環境課長（佐藤昭夫君） 期間、当日から２月下旬までということで通行止をしてござ

います。 

○５番（ 井茂夫君） 下旬とは何日ですか。下旬なんて曖昧なんですよ。だから、私はそれ

を言いたいんですけれども、何日ですか。 

○建設環境課長（佐藤昭夫君） すみません、日にちのほうも含めまして後で。 

○５番（ 井茂夫君） そういうことで、私が思ったことは、まず建設環境課長に聞きます、

次の質問です。 

 道路は誰のためにあるんですか。 

○議長（中村俊六郎君） 佐藤建設環境課長。 

○建設環境課長（佐藤昭夫君） 道路を利用される町民を含めまして、道路を利用される方の

ためにございます。 

○５番（ 井茂夫君） それなら結構です。要は、道路は町が管理するんじゃなく、管理させ

てもらうという気持ちがなければいけないわけですよ、町民の財産ですから。その認識が私は

甘いんじゃないかなと思うんです。 

 それは、交通機関がむやみに長期間にわたって欠けるということは、町民の利便性を失うわ

けです。それは、町の予算は減らせる部分はあると思います。全体の予算を考えてください。

そこに行けないために、損失が大きいんですよ。 

 じゃ、一体幾らだといえば、私は住民意識調査や何かをしないとわからないんですけれども、

そういうことを自分が管理しているからそうしてしまうというような意識の持ち方だとしたら、

これは失格ですよ。町民のための道路、町長の町民のために、まさしくこれなんですよ、全て

町民のために。この意識で物事を進めてもらわないと、町民が困るんです。 

 ですから、私も台風26号の通行止に関して、現場も見に行きました。老朽化対策についての



 

－８７－ 

現場も見に行きました。甚だ残念だったことは、大雪による災害のときに、確かに倒木はいっ

ぱいありました。ＮＴＴ線、東電線にかかったと思います。それで、15日に私は現場を見に行

きました。15日は土曜日です。重機が何も動いていないんですよ。自分たちが休みだから通行

止をかけるんですか。ちょっとそれを教えてください。 

○議長（中村俊六郎君） 佐藤建設環境課長。 

○建設環境課長（佐藤昭夫君） 町道の倒木等の被害につきましては、電線等を巻き込むよう

な被害が生じた場合は、東電のほうの処理をお待ちするようなこともございまして、道路上の

倒木につきましては早急に撤去をいたしましたが、そういった上空の危険性があるということ

で通行止が長引くようなことがございました。 

○５番（ 井茂夫君） つまり、他機関によるやつは手をつけられない。今後は他機関との協

定を結んでください。私は土曜日、日曜日は仕事をやらない、そうじゃないんです。早く復旧

して、その分代休をもらってくださいよ、代休。それでいいんですから。それが町民のためで

すよ。そのぐらい町民のためと思うような行動で示さないとだめということなんですよ。全部

できないのはわかります、これは他機関だと。それを今度は反省を込めて、次はどうしたらで

きるのかを、あれでもこの機関がだめだと言うからだめなんですと言っていたら、ほかの機関

のせいにしているだけなんですよ。次はそうしないようにしてください。 

 それで、私はこのことでいろいろ考えたんですけれども、まず台風26号によって２路線が通

行止。大雪対策でも２路線がまた含まれて、２路線が通行止。もう一つ追加されたんです。こ

れは何ですか。 

 通行止を解除する工事を、倒木等なりいろんな土砂の撤去、それは第１次復旧としては、通

さなければいけないからそれは当然です。その次にやるべきことがあるんじゃないですか、そ

の次に。また同じ、台風26号によって通行止、また大雪で通行止。２路線が同じようにかぶっ

ているんです。いつまでたっても、この次に例えば雨が降れば、この２路線は私が見る限りは

ずっと通行止ですよ。あなたはどういうことを考えているのか、ちょっと教えてください。ど

うしたら次にこの２路線が通行止にならないように、また追加された七本部原線で、次にこう

いう倒木か何かで通行止にならない反省を込めて、先手先手を打つべきなんですよ。それにつ

いてあなたはどう考えているのか、答えてください。 

○議長（中村俊六郎君） 佐藤建設環境課長。 

○建設環境課長（佐藤昭夫君） まず、通行止の発生の状況でございますけれども、土砂崩れ

等が発生して、土地の関係ですとか、そういったところの土地の所有形態、こういったものを
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考慮しながら、関係機関と協議しながら検討を進めてまいりたいと思います。 

 また、倒木につきましては被害軽減ということで、日常管理の啓発というものも必要になっ

てくると考えております。定期的にお知らせ板等では日常管理についてお知らせをしていると

ころでございますけれども、今後、地元行政区と意見交換をしながら、土地の所有者の皆様に

日常の管理についてもお伝えしてまいりたいと思います。 

○５番（ 井茂夫君） わかりました。 

 それで、この２路線につきましては、過去に、ただ１つの路線は御宿台の配水池から実谷の

キャンプ地に抜けるトンネルの先なんです。これは、多分このままにしておくとまた同じこと

が起こります。それはもう歴然としています。 

 次に起こさないために、今あなたはソフト的な面で言いました、地主さんに協力してもらう

と。それも必要でしょう。それで、もう一歩進まなければ、こちら側から災害が起きても、そ

れを防ぐ、防御する、人命を守る、そういう対策をしなければいけないんですよ、それがあな

たには抜けているんです。 

 橋本五郎先生がこの前来ましたけれども、地球よりも命のほうが重いと福田総理大臣が言っ

たそうです。やっぱりそうなんですよ。一人一人の命を助けるのは、公助の面で頑張ってもら

わなければいけないんですよ。わかるでしょう。 

 だから、あれは道路災害ではないでしょう。予算がないんだったら、町に予算要望すればい

いじゃないですか、財政課長のほうに。切られるんだったら、我々はもう許せない、じゃどう

守るのかと言いたい。予算要求したんですか。 

○議長（中村俊六郎君） 佐藤建設環境課長。 

○建設環境課長（佐藤昭夫君） 今回、通行止等になった箇所につきましては、 井議員さん

ご指摘のとおり、現場の状況を確認して、今後とるべき対応等について、検討していきたいと

考えております。 

○５番（ 井茂夫君） あなたのそういう発言だと、また老婆心ながらもう一つ言います。 

 梅雨時を迎えると、大雨が絶対来ますよ。その前に措置するような方策ってあるんでしょう、

予算的には。予備費だってあるでしょう。そういうのをつぎ込んでもらいたいんだよ。やれる

範囲でどんどんやっていかないと、そのようにしていかないといつまでたっても同じことを繰

り返すだけ。災害は２度と起こさないようにしなきゃいけないわけです。そういう努力をやは

りしてもらいたいんですよ。 

 それに関してまだ言うのは、実は先ほど教育課長とたまたま日曜日に行ったときに、いすみ



 

－８９－ 

市はいいことやるなと思って、そのうちやるんでしょうね、Ｊアラートって。私もいすみ市に

は一応ふだんは過ごしていますから、食堂とか何かを見ますとＪアラートが、こういうマーク

があってやればできると、何とかできたんです。 

 今、Ｊアラートで千葉県のほうからの防災メールは来るし、千葉市あるいはいすみ市からも

メールが来るんです。どこそこで何があった、火事があった、何があったと来るんです。 

 我が御宿町はやるそうなんですけれども、実は私がびっくりしたのは、ほぼ全ての地方公共

団体がＪアラートの受信機を整備しているというんです。1,742団体中1,730団体がＪアラート

の受信機を整備しているというんです。えっ、御宿町はないのかと、本当にそれは思いました。 

 通行止がどこにあるのか、火事がどこにあったのか、こういうものをあらゆる情報を伝えて

いくというのが公助の役だと思うんです。それを、今の最新機器を、伝達機器、フルに使って

いかないと、皆さんに通行止とか何かが行き届かないんです。いつ幾日まで通行止だよ、解除

したよとか何かがですね。 

 もちろん、携帯、スマホ、何かほかの、もちろんよく防災無線でやっていますね。それだけ

ではやっぱり伝わり方がある範囲に限られてしまうわけです。それで聞こえなかったとか何と

か、年寄りが多いですから、聞こえなかったというのが結構いるんですよね。年寄りでも御宿

町では結構携帯を持っているんです。携帯の使い方もすごく知っているんです。そういう人に

だったらこれでやったほうが、聞こえなくても目で文字が見えますから。災害に際してこれが

本当に必要だなと、こういうものをいすみ市はやっています。危機管理監がいると、進んでや

ってくれているんだなというのが実際の感想です。 

 それには、あと時間がこのぐらい、ただ、２つだけ問題点を言っておきたいんですけれども、

国土調査に基づく地籍調査、それは瞬時にどこの所有者というのがわかっちゃうんですよ。そ

れは、ちょっとこれは関連する、議長、いいですか。関連する話ですけれども、長生郡市は結

構もう進めて来ています。やはり我が町も、25キロ平米しかないところですから、災害時に誰

の所有したか、誰か瞬時にわかるんです。どうもすみません、電話して、木が倒木したけれど

もお願いします、誰か、我々切りますとか、そういう迅速さが今求められているんです。これ

を整備していく、これはすごく、後々の財産になると思います。我々が亡くなってから多分整

備が終わるのかなと思うぐらい長期にかかるかもしれないけれども、でも子孫に残していくと

いうことはすごい大事なことだと思います。 

 あわせて、もう一つ言うのは、災害協定を町の建設業者さんと結んでおくということです。

マンパワーがやはり必要なんですよ。マンパワープラスでパワーショベルのパワーですよ、機
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械のパワーです。それがなきゃできないんですよ。危険なんですよ。職員だけで行って、あの

木を切ってしまおうなんていったって、それは小さな木は切れますよ。大きな木になったらそ

れなりの道具を持っていかないと切れない、危険なんです。 

 だから、そういう今回のこの教訓も生かして、町の建設業者と災害協定を結んで、幹事の会

社に一言電話をする。こういうところで起こっているみたい、全部パトロールしてください、

一斉にパトロールしてくれます。どこそこのどこが、それを集中的にやりましょう。人手がな

いところは、じゃ、余所のところから来てもらうような協力体制をやるということが私は大事

だと思います。 

 ぜひとも、災害協定を結んでいくのが町民のためなんです。金がかかるわけではないんです、

協定を結ぶだけですから、その協定書をつくるだけですから。ここはほかの町でもやっていま

す。いいところはまねをしないと、まねでいいんですよ、まねで。いいところはみんなまねち

ゃう、それがまず大事じゃないかなと私は思います。 

 では、台風26号、大雪対策については以上です。 

 次に、２番目の問題としまして、普通河川清水川の洪水対策。これも久保なんでしょうね、

久保が一番洪水に、床上浸水とか何かに見舞われるところなんでしょうね。先ほど話した800

人が亡くなったというのは、そういう意味合いもあるんだと私は思うんですけれども、この問

題については、そこで雨のたびに不安がって、夜も寝られない方がいっぱいいらっしゃるんで

すよ。その声を本当に聞いてもらいたい。私は一議員で、そういうことを受けて、その人たち

の代弁者になろうと思っていますから、声を大きくして代弁者になろうと思って、常日ごろか

ら思っています。 

 そういうのを我が町から一人でも、一世帯でもなくすような方策はどういう方法がいいのか、

こう言われても、みんな執行部もあわせて認識をしていただいて、共有しながら解決していく

ということが本当に大事ではないかなと思っています。 

 それで、まず１つ聞きます。この前の台風26号の次、27号のときだったですか、避難所を中

学校に開設したと、いち早く開設したなと、これはよそのこともいいことをまねしてすぐやっ

たなと、私は本当に率直に喜んでいます。 

 その中で、ここの避難所にどういう地区の方が何人避難してきたか、この情報は本当の真の

情報なんです。そういう人たちが困っているんだなということなんです。うちはどうなってい

るかわかりません。ということは、ではあなたは何で困っている、こんなときは水が出て困る

んですよ、当然そういう話でしょう。そこがじゃどこなんだ、じゃそこの区域なんだなと、雨
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が降ったときに見に行ってくださいよ、一発でわかりますから。車高の高い車で行けば、つか

りませんから。そのところへ見に行くんですよ。自分の目で確かめるんです。そうしますと、

その人たちの苦しみがわかるんです。 

 ですから、台風26号か27号か、ちょっと私は記憶にとどめていないんですけれども、たしか

そのころだったんですけれども、一体どういう世帯のどこの誰、誰までは要りませんけれども、

どこの地区の人がそこに避難してきたか、それを追跡調査してくださいよ。どうですか。 

○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） ご質問の台風26号、これは10月15日から16日にかけて、また台風

27号は10月25日から26日にかけて、自主避難を御宿中学校体育館で行いました。当日、２時に

課長会議を開いて、今後の対応ということで、６時半から開設するということで防災無線を鳴

らしております。 

 台風26号については11名の方が自主避難をされております。行政区ごとに申し上げますと、

浜で１名、久保で４名、新町で３名、岩和田から３名、この11名の方が自主避難をされており

ます。また、台風27号、10月25日から26日でございますが、このときは７名の方が同じく御宿

中学校体育館に自主避難をされておりまして、このときは新町が３名、浜１名、久保１名、六

軒町１名、岩和田１名の状況になっております。 

○議長（中村俊六郎君） 多賀保健福祉課長。 

○保健福祉課長（多賀孝雄君） 私のほうは避難所の施設の担当でございましたので、直接お

話を伺いましたけれども、多くの方、一人住まいの方がやっぱりばたばた音がしたりして怖い

ということで避難されてきた方が多うございました。そのために、地区が岩和田地区であった

り新町地区であったりというように分かれていました。 

 ただ、家族で来られた方は久保が１組と、ご夫婦で来られた方が、新町で１組いらっしゃい

ましたけれども、それ以外の方はほとんどの方がお一人住まいで、怖いというようなお話はさ

れておりました。 

 以上です。 

○５番（ 井茂夫君） ありがとうございました。 

 それで、たしか風が強かったですかね。それは、お一人でいるということは不安だと思いま

すよね。その気持ちは本当に、そういうときは本当に大変だなと思います。 

 もちろん、風による被害というのが、最近では竜巻の被害がいっぱい発生していますので、

今回はそういう風の強いということも、高齢者がとにかく62％、御宿台、昨日も言っていまし



 

－９２－ 

たね、40何％の高齢化率、どんどん進むということですから、それは自分の母親、父親だと思

って、そういう温かい目で、多賀課長が行ってやってくれるのもわかりますけれども、今後と

も自分の親だと、祖父だ、祖母だというような温かい気持ちで、これからも続けてもらいたい

と思います。 

 その浸水対策については、これで久保とか新町があったよと、今度はだからそういうところ

が危険なんだということを踏まえて、行政のほうに生かしていってもらいたい。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 普通河川清水川治水対策設計検討書を私は見せてもらいました。確かに久保地区のあの辺は

浸水がたび重なって起こっているそうです。その原因は、私から見てとか世間一般に言われて

いるように、都市化の現象だなと。やはり矢田団地が、あそこはかつては農地でしたから、そ

の農地が宅地になるということは雨の流出等もふえるし、その辺で都市計画的にもっとあそこ

を規制していけばよかったなというのは、本当に今で思うと反省です。 

 今後はあそこはもう規制にして、宅地は増やさないというような気持ちでないと、茂原市み

たいに一宮川をあれだけ川幅を広げても、今回の台風26号で床上浸水で騒がれていました。や

はりそれは都市化による影響なんですよね。 

 ですから、今ここで起こったことをどうのこうの言ってもしようがないですけれども、我が

町はそういう、茂原市もそういうことはありますので、今後は都市計画的にそこを規制して、

極力家は建てさせないというような、土地利用計画というのがありますので、そういうことで

法の規制を持っていかなければいけないんじゃないかなと私は思います。 

 それで、清水川の治水対策、これは原因はそうだなとは思って、一応検討書の中で１つの解

決策をここで述べています。これは平成24年度に実施したということで、私も逐次読ませても

らいまして、そうだよなというのが私の率直な気持ちです。 

 それで、一体じゃ、このプランは立てたけれども、なぜ実行に移してくれないかなと思うん

です。理屈だけでは洪水は治まらないんです。やっぱりハードの面もやっていかないと、そん

なのやったって金の無駄遣い、次に進まないものでは無駄遣いなんですよ。これをどうしても

生かすがためにやったはずなんですよ、次につなげてもらわないと。 

 25年度にこういう対策のことは一体何をやったのか、私は問い正したいです。災害を受けて

いる人は、間断なくずっと精神的に悩んでいるんですよ。１年も２年も休まれても困るんです

よ、せっかく金をかけたのに。金、500万円とか何かかかっているんじゃないですか、ちょっ

とそれはあれしても、無駄金を水に流さないでもらいたいんです。これは25年度には何もやら
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なかったんですよね。 

○議長（中村俊六郎君） 佐藤建設環境課長。 

○建設環境課長（佐藤昭夫君） 25年度中の対外交渉ということでございますけれども、こち

らの清水川、河口から２級河川となっていることから、現況調査を県にご相談させていただい

たことがございます。現況調査の中では、将来的な対応として清水川が蛇行する箇所の改良、

こちらのほう多額の事業費となっております。そのほかにも当面の対策として、上流域の宅地

からの排水改良という事業も提案されてございます。この辺で実現可能な事業を検討いたしま

して、事業化の調整を今後進めてまいりたいと考えております。 

 また、25年度中は現状の排水路、道路側溝でございますけれども、こちらのほうコンクリー

ト製のグレーチングにふたを26枚交換いたしまして、路上排水の改良を図ったところでござい

ます。 

 以降、こちらの事業については、総合計画のほうには記載はございますが、後期アクション

プランへの事業提案に向けて調整を進めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○５番（ 井茂夫君） せっかく今、課長からそういう話がありましたけれども、物事は、水

って下流から直さなきゃいけないんですよ。上がどんどん流したら、下流側の人は水が溢れる

んです。そんな無駄なことをやってはだめですよ。水の流れをよく考えてください。下流域を

整備して、上流をどんどん直していくんですよ。上流を直したってだめなんです。下流の排水

をよくして下流側に流すように、２級河川清水川に流すように、スムーズに流すことをまず優

先的にやって、それから上流ですよ。本末転倒なことをしているの、基本だよ、これは。 

 それで、一般的にこういうものをつくるときには、関係機関と相談して、成案ができるのは

これなんですよ。つくってしまって、また許可権者と話し合うのか。この内容が全部べたべた

に直さなきゃいけないんだよ。 

 通常のやり方は、許可権者とみんな話して成案をつくるの、それが実効性ある検討書なの。

それをつくりました、一方的につくりました、許可権者とまたやるなんて、こんな無駄なこと

をやっちゃ困るんだよ。一向に進まないじゃないですか。 

 それで、25年度は予備調査も入れていないでしょう。どこの通路を下流域に流していくか、

そんな予算も全然とっていないじゃないですか。それは一つには、アクションプランにも載っ

ていなかった。誰がアクションプランにこれを載せないようにしたんですか、これを、大事な

洪水対策を。アクションプランの第４次町総合計画の中になぜ入れなかったんですか。 
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 だから、できないなんて言ったら、アクションプランなんてときには漏れたら漏れたで、町

長に話して、財政課長と総務課長なんか話して、これが漏れちゃったんだけど、後から追加し

ていいですかと。３人が今だめと言いますか。だめならだめでいいんだけれども、でもそうい

うことではないでしょう。あなただけを責めたくはないんですけれども、あなたは担当者だか

ら、私はほかの人に成りかわって言っているんですからね。 

 いいですか、それはアクションプランに、町長、これは載せてもらわないと困るんですよ。

町長の一存でアクションプランに載るんです。どうですか、町長、今のことについて。これは

大事な問題だから、町長に答えてもらいたいです。 

○議長（中村俊六郎君） 石田町長。 

○町長（石田義 君） 清水川の関係する洪水対策、これは以前から非常に問題になっており

まして、いろいろ調査も行ったところでございますので、そういったことに基づきまして、ご

意見、ご提案を充分に検討しますので、よろしくお願いします。 

○５番（ 井茂夫君） 町長からそういう前向きの発言をもらいましたので、それに沿って一

日も早く実行に移せるように、お金がないと実行に移せません。職員だけでちょっと直すよう

なものではありません。 

 そういうことを、まず予備調査から始まって、本体工事までに至る、それは年数がかかるで

しょう。用地買収もしなきゃいけないんですよ。かかるけれども、早く着手してもらわないと、

いつまでたってもずっと待ち続けなければいけないんですよ。そういう待っている人のことを

よくよく考えてもらいたい。 

 やっぱりプランだけではないんですよ、ドゥーなんです、行動、ＤＯ。プランじゃないの、

プランは確かに大事、方針を決めることだから。プランが決まったら、一目散にドゥーですよ。

そうしてもらわないと、洪水対策はいつまでたっても進まなく、住民も不安の中で暮らしても

らわなきゃいけない。自助、共助、公助の中で、公助しかできないんですよ、それを念頭に思

ってもらいたい。 

 それに関連して、もう一つ質問いきます。 

 結局、この提案書によると、ある久保の区域１つだけ、線路の向こう側の海側が抜けている

んですよ。あっちも洪水で悩んでいる人がいるんですよ。この提案書を見ると間違っているん

ですよ。裾無川にみんな流すような感じになっている。実際は清水川に流れてくるんですよ。 

 それもやっぱり住民のそういう悩み、苦情、いろんなことを聞いて対処していかないと落と

しちゃうんですよ。そういう人たちはいつかやってくれるだろうな、でもほとんど諦めていま
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すよ。いつまでたってもやってくれないな、そういう行政に対する不信感、もう何も協力する

ものかというような形になっていっちゃう。そうじゃないでしょう、みんなが共同でやってい

かなきゃいけないでしょう。まして、税金を預かっているんでしょう、そういう人たちに。バ

ランスはありますよ、私が言うのは、高齢化社会も、バランスはある、バランスの仕方はある

から、でも無視してはできないことだと思う。 

 ぜひとも、これは海側の洪水対策も今、片手落ちなもので、これを早くこっちと同じ流域で

すから、だから検討してくださいよ、よろしいですか。 

 私が言ったら発言してくださいよ。 

○議長（中村俊六郎君） 佐藤建設環境課長。 

○建設環境課長（佐藤昭夫君） ご指摘の箇所、ＪＲ線路海側の流域の関係は、ご指摘のとお

りこの評価の中に詳細な評価は入ってございませんので、今後評価の中に加えながら検討して

いきたいと思います。 

○５番（ 井茂夫君） 最後に、この件は…… 

○議長（中村俊六郎君） 井議員、質問の途中ですが、10分間休憩します。 

（午前１０時２８分） 

 ───────────────────────────────────────────────── 

○議長（中村俊六郎君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

（午前１０時４２分） 

 ───────────────────────────────────────────────── 

○議長（中村俊六郎君） ５番、 井茂夫君。 

○５番（ 井茂夫君） では、引き続いて、先ほどの話の最後は、皆さん何を望んでいるかと

いうと、今度どういう整備計画を立てていますという、要はアクションプランですよ。そうい

うものが今、私が話した中でどういう方向づけをして、こういうタイムスケジュールでやって

いきますと、そういうプランがあると住民も我慢もできるんですよ。何もないままで、検討し

ます、やれ、どこだっけかな、いつまでやればいいのとなってしまう。 

 だから、そういうものを、建設に対しては予算もあるかもしれないけれども、１つのアウト

プランとして、タイムスケジュールを持って進めるということが、いかに住民を安心させるか

の１つのコツだと思いますよ。 

 そのように、私が先ほど話した点についてはそれを踏まえて、建設産業委員会のほうにも図

っていただきたいと思いますので。 
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 次に移ります。 

 避難路の整備について。 

 この大震災、釜石の奇跡というのがありまして、やっぱり常日ごろ釜石は津波の備えをして

いたということをいろいろ新聞報道、またこの前の、くどいようですけれども、３月９日のい

すみ市の防災活動のあり方についてもそのように言っていました。 

 その中で、いろんな問題点があると思います。ただ、今回は避難路を整備しなきゃいけない

んじゃないのというような、そんな素朴な質問かもしれませんけれども、これについて質問し

ます。 

 まず、各区から避難路の要望箇所、それを執行部は各区長さん、区長会のほうに働きかけて

選定してもらったと。身近に使うのが地区の方々ですから、それは皆さんからの区の会議か何

かで、あそこをつくってほしい、ここをつくってやってほしいけれども、もっともここはいい

んじゃないのという形で決まっていったと思うんです。 

 浜とか須賀とか六軒町ですか、何件か要望が出てきたと、今後それを進めていきたいという

ことを私は聞いています。それで、その進め方なんですけれども、ある程度のスパンをもって

整理をしないと、いつ来るかわからないです。いつ来るからということであれば、さっと逃げ

られるんだけれども、いつ来るかわからないから不安だと思うんです。それもいろんな財政的

な負担というのが伴うので、一概に早くやってくれと言っても、問題があると思います。ただ、

それはそういうことで教訓というのがありますので、速やかにやるというのが基本だとは思う

んです。 

 要は、この件について要望箇所が上がってきたと、どういう整備手法でやっていくのか、そ

の辺を答えてもらえませんか。 

○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） ご質問のように、災害時に、特に住民の皆さんが津波避難すると

きには避難路が混雑することや、地域によっては海に平行に移動しなければならないというこ

とが想定されます。住民の皆さんが安全な場所に即時移動できるように、各地域に点在する高

台へ続く、里道、赤道ですね、これについて避難路として整備するための要望調査を、昨年６

月の区長会へ依頼いたしました。 

 結果、須賀区で４路線、浜区で２路線、六軒町で１路線の７つの赤道を避難路として整備し

たいという要望がございました。 

 場所的には、浜は今の妙音寺さんの脇から御宿台に抜ける道が１つ、それと浜の谷から高台
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へ抜ける道が１つ、須賀については、役場に上がってくる、御宿台へ抜ける、それが４つです。

それと六軒町については、岩和田との境のお寺の脇から、今で言いますと千葉工大の駐車場が

あるところの脇赤道がございますので、これについて要望がございました。 

 町議会でも以前視察されたということを聞いておりますけれども、昨年11月に区長会で、長

野県下条村で、協働の町づくりの視察をさせていただいております。これを踏まえまして、26

年度の避難路の整備については整備の協力をいただける区から町と協働で、自主防災組織や住

民の皆さんと協働で下草刈りや路面の整地等を実施したいと考えておりまして、26年度の予算

要求をしております。 

 この４月で区役員さんの改選がございますので、そこのまで再度ご協力いただけるところか

ら要望をとって、場合によっては今、 井議員がおっしゃられたように、時間の問題もありま

すので、補正を追加して、協力しながらやっていきたいというふうに考えております。 

 また、これにあわせて、ボランティアの皆さんのご協力をいただいて整備したというのは過

去に実績がございますので、この辺についても状況を見て判断してご協力いただきたいという

ふうに考えております。 

 また、整備後は当然、町もそうですが地元の自主防災組織、消防団のご協力をいただいて、

草刈り等、維持管理をしてまいりたいというふうには考えております。 

○５番（ 井茂夫君） ありがとうございました。 

 そのように、早く着手して、いろんな障害あると思います。そういう形で意義を感じている

方、御宿台にも結構いらっしゃいます。そういうのに参加して、１つでも防災機能の高い御宿

町にしたいというような方々も結構いらっしゃいます。そういう方の力もかりて進めて、より

よい方向というか、マンパワーが足らなかったら請負とか何かかけて、今の方法でスピード感

を持ってやってもらいたいと思います。 

 それはそれで、次に移ります。 

 次は、避難ビルの指定ということで、実は皆さんも、こういう御宿ハザードマップ、平成25

年３月改訂版ができました。これを見て、特に地曳橋の周辺にマンションが６棟ございます。

今現在、この２棟が避難ビルです。あと、４棟はどうなのかなという素朴な質問を思うわけで

す、いろいろ問題があるんだろうと。 

 私なりに調べまして、こういうことなのかなと思いながら、だめなのかどうかちょっと検討

しましたので、まず６棟のうち２棟、実数というものをつかみたいんですけれども、特に例え

ば夏季に海水浴客が来る。海水浴客を、じゃどこに誘導しますかとなると、手っ取り早いのが
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あのマンションです。ほかに逃げるとなると、ほかにも浜地区、御宿台、六軒町、サンドスキ

ー場とありますけれども、御宿平野とは呼ばないですけれども、一つの平野ですよね、平野。 

 ですから、それなりのそういう高台に逃げるには、時間を要するわけですよね。今、セット

している中で、いろんな地震のケースがあるということで言われています。10分以内に逃げな

きゃいけないとか、あの地震だと60分でもいいところですね、そんな形でなっている。少なく

とも元禄地震は６分以内で逃げなきゃいけない。そうなると、どうしてもそういう津波が来た

ときには場所が限られちゃうと思います。少なくとも地曳橋周辺の避難ビルしかないかなと。 

 さらに、そう考えたら避難棟というんですか、旭市が２棟建てました。８メートル用と10メ

ートル用、１棟が約3,000万円ちょっとですね。100人収容できるそうですけれども、そういう

ことも視野に本当は入れていかないと、海水浴客の安心・安全は得られないんだと思います。 

 ただ、私は財源に限りがあるということを踏まえますと、少なくとも今自分たちができるこ

とは、この避難ビルを、６棟ある中を全部避難ビルにしていくことがまず先決じゃないか。あ

とは、足らないというようなシミュレーションが仮にありましたら、避難棟とか何かという形

でまた考えて、並行しながら考えていかなきゃいけないんだなと思います。 

 それで、この避難ビル１棟当たり収容人数は何人ぐらいなのかなと、今２棟ありますね、１

棟当たり何人ぐらいあるか、ちょっとその辺はどういう計画でいるかということを教えていた

だけますか。膨大に収容できるんだったら、あと指定しなくても構わないんですけれども。 

○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） おっしゃるとおり、避難ビルは今、町内全体で全部で７棟締結し

ておりますけれども、地曳橋付近に６棟あるうち２棟が行っております。これについては、１

棟が534人、もう１棟が574人ありました。これが収容人員です。 

○５番（ 井茂夫君） それで、結局、収容人数はそのようにわかりましたけれども、避難す

る人たちの心理、どういう心理が働くかといいますと、混乱していますので、我先にと避難ビ

ルに避難すると思います。子供たちやお年寄りの方は、みんな弱者で後になっちゃうとは思い

ますね。それは、そういう形でやってくれればありがたいんですけれども、一般的にはそうだ

と思います。 

 どこが、ここが避難ビルだ、これはいいよ、ああ、これはだめだという、対外的な、来た方

は最初からそういうアナウンスをしなければ、少なくとも初めて来た方なんていうのは、どこ

に逃げていいか、ああ、これだって、じゃラッキーなんて方もいらっしゃるかもしれないけれ

ども、私はあの６棟を何とか避難ビル指定にしていってもらいたい。それは先ほど話したよう
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に、くどいようですけれども、避難者がどこでも逃げられる形にしていくことが、１人でも多

くの命を助けるんだと思います。 

 それで、６棟のうち２棟がもう既にやっていただいて、それは本当にその方にありがたいな

と思いますけれども、あと２棟は、実は２棟が昭和56年６月１日以降の建築確認を受けたとこ

ろ、これはもう新耐震基準で、今考えられている地震に対しても転倒しないよということを言

われています。それが２棟ございます。もう２棟がいわゆる新耐震基準ではなくて、旧耐震基

準でありますので、転倒するかもしれないということで、県のほうはわかっているそうです。 

 それで、あと２棟、２棟、それぞれ問題があると思います。２棟はまずはストレートに耐震

基準が守られているマンションなものですから、ここはどこがどういう点が避難ビルに適さな

いのか、それは今まで交渉はしたと思うんですけれども、それを何とかほどいて、我々も避難

棟をつくるのが3,000万円かかるわけですよ、100人収容するだけでも。 

 そういうことを考えたら、何かの補助、例えばよく聞くのは、裏側から鍵がかかっているか

らだめなんですよということもあるそうです。今、緊急時にはその箱を壊して外から階段を上

がれるような方法もあるそうなんですよ、壊しちゃって上がれるような。それは壊したときに

は警報が鳴るそうです。通常いたずらしたら警報が鳴りますから、それはもう犯罪行為ですか

ら、これは警察に取り締まってもらうしかないです。そういう方法もあるそうです。 

 例えば、それが内鍵で、うちのほうはこれやっちゃいましたからできないんですよといった

ら、これ幾ら値段かかるのか私はわからないですけれども、3,000万円かかるといったら、私

は単純に考えて避難棟を建てたほうがいいと思います。それがこの値段だったらということも

あると思うんですよ。それは、ただで非常時に町民の方がそこに避難して使わせてもらうんで

すから、民間感覚としてはそういうのは直しちゃったって、ただで使わせてもらうんですから

いいじゃないですか、誰が批判来るのかなとは思いますよ。 

 そのぐらいの一歩を踏み込んで、そういうことであれば、ほかの理由だったらちょっとわか

らないですけれども、私はそういういろんな問題、いわゆるハード的な問題、いろんな問題が

あると思いますけれども、その辺を今後解決して、１棟でも多く避難ビルにしてもらいたい。 

 続いて、もう一つの２棟は旧耐震基準ですから、マグニチュード８、９クラスではとても対

応できないとは言われています。ましてや、賃貸マンションではなくて分譲マンションは今の

耐震基準の関係で、対策をやらなきゃいけないというわけではないんですよね。努力目標なん

です。やったらいいよね。ところが、御宿町は全部分譲マンションなんです。ですから、やっ

てくれよというわけにもいかないわけです。 
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 それも、先ほど話したように、安心・安全な町づくりを目指すためには何とか１つずつ努力

して、新耐震基準になるように、町も補助制度を設けてやってもおかしくないんじゃないかな

と、そんなふうに私は考えています。 

 そういうことでひとつ、財政支出はあるんだけれども、私は必要最小限でこういうこともで

きるんじゃないかなと思っています。 

 さらに、岩和田地区には千葉工大のセミナーハウス、これはもう新耐震基準ですね。電設健

保、これも新耐震基準です。こういうところも、砂山のサンドスキーができました。年寄りた

ちはあの寒い、例えばいろんな条件、最悪な条件を避難者に対して考えてやらなきゃいけない

です。そのときにやっぱりお年寄り、子供たちに風をしのげる、そういうところを避難ビルと

して用意しておくのは、備えあれば憂いなしで、それをたゆまなく働きかけていく、これが必

要ではないかなと思うんです。 

 さらに、須賀ですか、海の宿というのは浜ですか、その辺がちょっと私はわからないですけ

れども、海の宿は昔はニーハイと言われましたね、その建物は昭和56年以前だと思いますけれ

ども、先ほど話したように、ここでも鉄筋コンクリートの建物なわけです。くどいようですけ

れども、私もさっきは、陸前高田で見たのは一番頑丈なのは鉄筋コンクリートの建物なんです

よ。鉄骨づくりは壁がみんなやられちゃうんですね。ある以上はあれですけれども、鉄筋コン

クリートの建物のほうが強いということが証明されたわけです。それから海の宿、あの隣にサ

ランテラスがございますね。これも御宿にはそういう高い建物がないですから、これも引き続

いて検討していってもらいたい。その辺どうですか、一言。 

○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） まず、清水川付近のマンション、おっしゃるように６棟あるうち

２棟と協定を結んでおりまして、残り４棟のうち２棟については耐震基準にそぐわないという

状況でございます。 

 残り２棟については、当時の協定を結べない理由としまして、非常階段の老朽化や夜間に管

理人がいないという状況であったと聞いております。うち１棟については、今月に入り、管理

組合の代表の方へ町の考えを示して、引き続き協力いただけるようお願いをしたところでござ

います。 

 今後も、４階以上を対象としていますけれども、面積とか何か、そういった、さっきの何人

避難ができるというのも、廊下とか共用部分の中で一定の面積で、４階以上の部分で割り出し

ていますけれども、もう１棟についてもご協力いただけるようお願いしてまいりたいと思いま
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す。 

 また、岩和田の２カ所、高台の民間の施設でございますが、一時避難ビルにあたらないとい

うことの中では、当時の理由として施設が宿泊業としての施設であるため、災害発生時にも宿

泊客が滞在しているときにサービスの提供はできないという問題があるということでありまし

たけれども、協定はありませんけれども、人道的支援の観点では、いざ地元の住民の方が困っ

ている場合には、援助、支援、協力いただけるものと考えております。 

 また、千葉工業大学セミナーハウスについては、今後、町と千葉工業大学がいろいろな協定

を結ぼうという話はいただいておりますので、まだそこまでには至っておりませんが、今後そ

ういった中でも災害時の協定について協議を進めてまいりたいと思っております。 

 浜の近くにビルがあるということでございまして、それについても今後検討はしてみたいと

考えております。 

○５番（ 井茂夫君） 時間も迫っているので、次の水たまりゼロプロジェクトについて。 

 私は、この水たまりゼロプロジェクトってすごくいい政策だなと、正直思いました。特に厳

冬期、冬の寒いとき、ちょうど夕方に雨が降って水たまりができて、夜すごく寒いときってあ

るんですね。朝、その水たまりが凍るんですよ。凍ったために、そこで転倒する方がいらっし

ゃるんです。その氷が透明なんです。白くなくて透明なものですから、すごく危険なんです。

そういう水たまりを解消すれば、解消できるという意味でいいプロジェクトだなと思いました。 

 ただ、どのように執行部はこれをどういう、水たまり解消の手法、どういう方法でそれを解

消していくのか、その辺を私は聞きたいんです。まずお願いします。 

○議長（中村俊六郎君） 佐藤建設環境課長。 

○建設環境課長（佐藤昭夫君） それでは、水たまりゼロプロジェクトについてご説明させて

いただきたいと思います。 

 水たまりゼロプロジェクトにつきましては、道路点検を行いながら、小さなものについては

アスファルト合材にてその都度補修を行っております。また、降雨等の確認で大きな水たまり

が生じている箇所につきましては、現場の状況を確認しまして、排水のための溝を切るなどの

対応をさせていただいております。 

 地区からの要望等については、可能な箇所から適時可能な限り対応し、その結果を行政区に

お伝えしているところでございます。 

 比較的大きな水たまりのところでございますけれども、町内に何カ所かございますが、簡易

な方法ではなかなか解消できないために、現場を確認した上で通学路、観光施設周辺、交通量
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等によりまして優先順位を決めながら、計画的に解消を図ってまいりたいと考えております。 

○５番（ 井茂夫君） 要は、執行部の職員でいろいろ探してやっていくという方法ですか。 

 私は、これだけ路線数も長いし、目配りをできるかといったらなかなか大変じゃないかなと

思うんです。これは行政区の土木員という方がいらっしゃるんです。もう逐次そういった箇所

は皆さんわかっていると思います。いろんな要望が住民から受けていると思うんです。いろん

なお困りのことがあるんです。また、私も土木員というものを務めさせてもらいましたけれど

も、本当に次から次へありますね。 

 でも、地元のそういう事情をよく知っている方に教えてもらって、ここがだめ、あっちがだ

めということを、私の提案としては水たまりゼロマップみたいなものをつくって、この場所は

だめというのをつくって、それを逐次悪いところから解消していく。こういう土木員さんのマ

ンパワーをもらって解決していかないと、これは職員だけではできないと私は思うんです。 

 私は、この前もちょっとあれだったかもしれないけれども、土木委員会というのがあるんで

す。ここの中で、実は年１回会議を開かなきゃいけないという条例があるんです。以前、私が

土木員だったときに１度もそんなものはなかったんです。それは今もないんじゃないかなと思

っているんですけれども、もう土木委員会というのが形骸化している。衛生委員会は年２回や

らなきゃいけないとか何かってあるんです。それは地区住民のためにやらないと。まさしく、

これはそういう身近な問題です。先ほど話したもっともっと、震災とは違いますけれども、生

活に密着しているすごい大事なことなんですよ。 

 その辺、今後は地区委員さんとともに話し合って、せっかく年１回やりますと書いてあるん

です、あなた、よく見てください。これをぜひとも使って、通学者とか交通弱者の方、ぜひと

もそういう方にちょっと事故があったら、入院したらなかなかもう次寝たきりになっちゃうん

ですよ、そういう方は。子供さんは復帰はいいけど、でもそれは大けがをしたら大変なことで

す。小さいうちに大けがをしたら、一生ものになっちゃう。そういうことはきめ細かいかもし

れないけれども、すごく大事なことなんです。 

 ということで、特に私は言っておきますけれども、ライフラインの中の水道の制水弁、空気

弁なんかの周りは結構沈下しているんですよ。それはいたし方ないんです。土を、締め方を見

ると、やがては沈下するのはこれは条理なんです。そういうところをあるときには直していか

なきゃいけないんです。本当ですよ、弁の上は結構氷で固まっているんです。そこら辺を、細

かい話かもしれないけれども、町民のためにやってもらいたい。 

 時間もあと６分です。 
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 先ほどの話は、言葉がちょっと偏見な言葉を使ったみたいで、まず１つおわびしなきゃいけ

ない。片手落ちというのは、何か言葉的には悪いそうですから、取り消しにさせていただきた

いと思います。議長、よろしくお願いします。 

 最後になりました、あと６分で。 

 私は釜石の奇跡、これを御宿の奇跡にかえてもらいたい。それは、日ごろから訓練でたゆみ

なく努力しているそうです。私はこういうところに逃げればいい、私はこういうところへ逃げ

ればいいという、各自が持っているそうです。岩手とかちょっと奥のほうは、てんでんこと言

うそうです。自分の命は自分で守る、これが基本だそうです。 

 そんな意味もありまして、今日はハードの面ばかり言ったかもしれないけれども、そういう

ものは我が町にはまだ足りないんですよ。そういうものを整備していただいて、訓練のほうも

ソフトのほうも当然な話です。こっちはハードの面しか言わなかったからちょっとあれなんで

すけれども、それはほかの方に譲るとしまして、この釜石の奇跡は全国的に有名になりました。

我が町も絶対安心だという目標を、夢かもしれません、でも夢というのはたゆまぬ努力をしな

い限り奇跡は起こりません。口をあけて寝ていても、奇跡なんてないんです。だから、常に

我々も、自助のほうもたゆまぬ努力をしなきゃいけない。公助もたゆまぬ努力を、共助もしな

ければ、そういう３つが重なって初めて奇跡が起こるんだと思います。 

 我が町は小さい、人口も少なく高齢者が多いです。そうした中で、全国に我が町ありという

ことは、１つでも全国にないものを目指してやっていくということが、予算では解決できない、

金では解決できないことだと思います。 

 そういうことで、町長さん、いろんな厳しいことを私は言いましたけれども、ぜひとも町長

さんが目指している災害に強い町、御宿の奇跡ということで肝に銘じて、先輩方に申しわけな

いですけれども、銘じているかもしれませんけれども、そういう将来の目標を持って進めてい

ただければ、この大災害で亡くなった人たちが少しでも救われるんじゃないかなと思います。

いつ起こるかもしれない大災害に対して、日ごろのたゆまぬ努力をしながら、１人でも多くの

人の命を失わないように、ひとつよろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。ありがとうございました。 

○議長（中村俊六郎君） 以上で５番、 井茂夫君の一般質問を終了します。 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◇ 石 井 芳 清 君 

○議長（中村俊六郎君） 続きまして、３番、石井芳清君、登壇の上、ご質問願います。 
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（３番 石井芳清君 登壇） 

○３番（石井芳清君） ３番、石井です。 

 通告に従いまして、一般質問を始めさせていただきます。 

 本日は、町長の政治姿勢について、まず１点目に、大震災から３年、防災の町づくりの到達

と課題について、２点目に、協働の町づくりについて、３点目に、交流事業について、４点目

に、温泉町づくりについて、以上４点にわたって質問をいたします。 

 本日の会議の冒頭に、東日本大震災に際し、尊い命を亡くされた方々に対し黙禱をささげま

した。私は、今日の質問はこの問題をただすことから入る予定でありました。実際、そのよう

に質問事項を通告してあります。 

 しかし、私は昨日の質疑を聞いて、４点目の温泉町まちづくりから質問を始めたいと思いま

す。まず、このことを重く受けとめていただきたいと存じます。 

 ４番目の、温泉町づくりについて伺います。 

 昨年３月、６月、９月定例議会、一般質問、そして議案の質疑などで、私はこの温泉町づく

りについてただしてまいりました。町長ご自身もその中で答弁をいただいたわけでございます

し、町長ご自身も、昨日もおっしゃっておりましたけれども、大変重要な事業であるという認

識を示されたことは覚えておられると思います。 

 昨年３月、１年前でありますが、私はこの温泉町おこしにつきまして、国の予算ということ

で、実現可能な計画、当然持続的なものでなければならない、また温泉でありますので、安全

性が当然クリアされなければならないということでただしました。 

 そして、この事業の採択がなかった場合についても伺ったわけであります。採択がなかった

場合につきましても、この事業がなくても少ない予算の中で観光協会のほうで進めていきたい

というような答弁をいただきました。 

 また、この３月議会に先立ちまして、２月に議会と観光協会で懇談の場を持ちました。その

とき、観光協会会長の挨拶の中では、今年の宿泊事業の中で、温泉まちづくり、何としてもや

っていきたいということで、ただいま国に対して補助を申請しているということで、もう一つ

は採択がなかった中でも、独自事業としてやっていきたいというような挨拶があったことを私

は覚えております。 

 そして、６月議会でありますけれども、６月議会では冒頭に私は、温泉まちづくり宣言とい

うのは何ぞやという質問をいたしました。いわゆる基本計画、または宣言でもあるわけであり

ますけれども、町としてそういうものは文書として成っておるのかということをただしたわけ
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であります。具体的な答弁はございませんでした。 

 そして、このとき初めて、これですね、今日持ってきてございますけれども、交付申請書、

これ６月議会ですよ。予算の提案のときです。1,350万円の国からの大事な国税です。それを

提案する予算審議に出されていなかったんですよ。 

 私、これ申請書はあるはずだということで質問いたしまして、その質疑の中でこの文書を提

出していただきました。そういうことですよね、町長。それで、この温泉まちづくりはいつ行

うのかということを、その当時聞いたことを覚えていらっしゃいますでしょうか。 

 それから、９月においてももっと細かい質問をさせていただきました。覚えておいででしょ

うか、細かくは述べませんけれども。 

 結局、町として温泉まちづくり、具体像が全くないわけです。議長にお計らいをいただきま

して、最終的には議会改革等政策提言委員会の中で、町に対して、事業の取りまとめ方向につ

いて文書で提出をしていただいたという経過があるわけであります。 

 しかし、それはどうなったんですか。そしてまた、昨日、協議会にこういう書類が提案され

ました。これは事業の概要ということでありますけれども、これはただ単に、温泉を持ってき

て温泉を使うとコストが幾らになるかという話ですよね。そういうことじゃないんじゃないで

すか、この交付金の目的というのは、何度も申し上げますけれども。 

 これは明確に書かれておりますよね、この交付金、昨日も一般質問で言われておりましたけ

れども、地域経済循環創造事業交付金に関する交付予定団体の決定と、地域資源を生かした先

進的で持続可能な事業化の取り組みを促進し、地域での経済循環を創造するため、事業化を前

提にと、前提と書いてございますよね。民間団体を応援する事業です。それに対して町がバッ

クアップをするんだということだったんじゃないですか。 

 ビジョンが提起されていないのに、誰がどこに向かっていくんですか、温泉まちづくり事業、

そういうことだったんですか、結果としては。町が出すんでしょう、あなたの公約でしょう、

温泉まちづくり事業というのは。違うんですか。それはどうやって具体化するんですか、実現

するんですか。町民にビジョンを示さなくてどこに向かおうとするんですか。だから、混乱し

たんじゃありませんか。 

 実施団体は確かに協会です。協会でも私はたくさんの問題があるように伺っております。し

かし、目指す方向が示されなければ、みんな違う方向に走ってしまうんじゃないんですか。あ

なたはそれを公約としていると言っているんですよ、３月議会に。６月議会にも言っています。

９月議会にも言っています。最終的に出したのが２月でしたっけ、これ。しかも、これはビジ
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ョンじゃないですよ、これ。あなたの温泉まちづくりのビジョンというのは何なんですか、そ

れでは。一体全体、何なんですか。町民を愚弄するにも甚だしいと思いますよ。違うんですか。

答弁を求めます。 

○議長（中村俊六郎君） 石田町長。 

○町長（石田義 君） 私の温泉まちづくり事業に対するビジョンということでございますが、

申請書の中にかなり多く入っていると、私は考えております、中をよく見ていただいていると

思いますけれども。このことによって非常に町の活性化ができるんだという表現は申請書の中

に入っているんじゃないかと思います。 

○３番（石井芳清君） だから言っているでしょう、御宿町の名前を何で町民に出さないんで

すか。私はそのことを言っているんですよ。町長の名前で出せばいいじゃないですか。これは

国に対する申請書でしょう。申請書ですよね。出てないじゃありませんか。どこに出ているん

ですか。議会改革等政策提言で出していただいたものも、それは我々議員は持っていますよ。

どこに出ているんですか。 

 私はこの中身でいいと思うんですよ。きちんと精査して出されて、一つ一つ納得のいく内容

になっております。それから、当たり前ですけれども、国の出す指針に沿ったものになってい

ますよ。問題点も私も共有できます。私も同じ問題点があると思います。その解決方法の一つ

として国に提出したんでしょう、申請したんじゃありませんか、町長の名前で、もう一度言い

ますけれども。 

 それをきちんと町としてまとめて、町民に発表すべきじゃありませんか。観光協会に示すべ

きじゃありませんか。それがあなたの仕事じゃないんですか。あなたは仕事をしていないじゃ

ありませんか。これで事業が進むわけがないでしょう。違うんですか。 

 では、具体的にお聞かせ願いたいと思います。 

 交付金の内容を受けて、協会はいつ事業化をしたのか、また町長は協会や会員に今何を語っ

たのか具体的にお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（中村俊六郎君） 田邉産業観光課長。 

○産業観光課長（田邉義博君） 交付金の内容を受けてからの協会は、いつ事業化したのかと

いうことでございますが、３月26日の交付金の内示を受けまして、内部で細かいところまで詰

めたところで、４月17日の協会の宿泊委員会主催でございます御宿温泉まちづくり事業説明会、

これからスタートしております。 

○３番（石井芳清君） 事業化はいつしたんですか。文書はどうなっているんですか。 
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○産業観光課長（田邉義博君） 事業化と申しますと、理事会にご説明して５月の総会で事業

化を決定しております。 

○３番（石井芳清君） 具体的に予算はどう調製されているんですか。 

○産業観光課長（田邉義博君） 協会内部での予算の調製はまだなされておりません。 

○３番（石井芳清君） それは事業化したと言えるんですか、町長。おかしいじゃありません

か。そんなものを誰が信じて執行するんですか。参加するんですか。違うんですか、町長。 

 国民の税金を使っているんですよ、この事業は。先ほどからも震災復興がなかなか進まない

という状況を伝えるのに説明もいただいてありますよね、報告もされておりますよね、私もそ

のとおりだと思いますよ。 

 それから、町税の問題だってあります。町民だって大変苦しい中から、１円、２円、税金を

納めていただいているわけじゃありませんか。違うんですか、町長。何ですか、この仕事は。 

○議長（中村俊六郎君） 石田町長。 

○町長（石田義 君） 確かに、温泉のまちづくり事業につきましては、私が公約として挙げ

たものでございますが、町民の皆さんへの、また議会の皆さんへの報告といいますか、この事

業に関する説明が不充分であったとは思いますけれども、内容として採択を受けた後に、観光

協会が中心主体として事業を進めるということで、観光協会の動向がどのようになるのかなと

何度か協議をしてきたわけでございますが、この事業については非常に重要な事業ということ

でお互いに協議して進めてきたわけでございます。 

 ご指摘の、私のこのことに関する報告あるいは説明が不充分であったことは反省はいたして

おります。この事業について、御宿町にとって観光産業を振興するということは非常に重要な

事業でございますので、現時点で、昨日もご説明させていただいたような状況にございますが、

でき得るならば、今後この事業を進めていきたいと考えておるところでございます。 

○３番（石井芳清君） 町長、その条件はあるんですか。 

 もう一つ答弁いただいておりませんよね。町長は協会や会員に今、何を語っているのかと私

は質問いたしましたけれども、それは答弁いただきましたか。 

○議長（中村俊六郎君） 石田町長。 

○町長（石田義 君） 国勢調査等で就業構造が出た、まあ前回も出ておりますけれども、何

度もいろいろなところで私は申し上げておりますが、御宿町はサービス産業を中心とした第３

次産業が７割を超えています。 

 ということは、やはり観光客の誘客、集客、外からお客さんが来ていただけることは、そし
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て泊まっていただく、あるいは町なかを歩いていただく、そういうことによっていろんな産業

への、商業、漁業、農業、各産業への波及効果は非常に大きなものがあると考えておるところ

でございます。それゆえに、昭和30年代の後半から御宿町はいわば観光立町として来た経緯が

あると思います。 

 そういう中で、この温泉のまちづくり事業を考えたときに、やはり昨日も申し上げましたけ

れども、でき得るならばこの事業を実施すれば、どのぐらいの効果があるかはまだ結果を見な

ければわかりませんが、マイナス面はないんじゃないかと私は考えております。 

 そのようなことを観光協会で申し上げております。ぜひこの事業についてご理解いただくと

同時に、ご協力いただきたいというようなことをお願いしてございます。 

○３番（石井芳清君） この事業が進まない一番の問題は何と考えているかと、何だと思って

おりますか。それから、今この時点で、大事な問題は何をクリアすべきだとあなたは理解して

おりますか。 

○議長（中村俊六郎君） 石田町長。 

○町長（石田義 君） この問題が進まない第１の原因は何かということでございますが、観

光協会、この事業に対する私の統率力のなさであるかもわかりませんが、この原因は昨日もい

ろいろ質問等の中に出てございましたが、なかなかこれまでの経過の中では、当初の観光協会

の内部で立てていただいた計画について、このまま続行すると観光協会全体の経営に非常に危

惧、危機感が予想されるという中で、ある時点から、それは昨年の12月の定例議会でもいろい

ろご質問いただきましたが、そういう中でこの事業がストップした、ストップといいますか停

滞したということで、しかしながら、この事業を何らかの形で進めることが重要だということ

で、約２カ月、３カ月間、一応観光協会にかわりまして、前回の12月議会でもお話しいただい

た中で、それなら町がひとつ提案してみたらどうかということでいろいろ研究、検討をさせて

いただいたわけでございます。それで、今回提案をいたしました。 

 それと、昨日も申し上げましたけれども、現在、観光協会の理事会でこれを進めるために何

が一番大事かということにつきましては、事業者として観光協会自体、社団法人になっており

ますけれども、進めるためにはこの事業を非常に一番危機感を持って当事者として考えている

のは、やはりマイナスになったらどうするんだというようなことが前回の理事会でも出ており

ました。 

 それと、ちょっとあれですけれども、昨日も申しましたけれども、このことを私もこの事業

を進めることに１つの大きな期待と希望も持っておりますけれども、ぜひ進めたいということ
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で、やはりこれは定着するまでは２年間ぐらいは、事業マイナスについては特別会計でやって

いただいて支援しなければいけない、支援する覚悟であるということで、今後の理事会に提案

をさせていただきたいなと考えております。 

 そういう幾つかの、２つ、３つ課題がありますけれども、その中で内容について理事会の皆

さんがどう思われるかと、その結論を待って今後進めていきたいと思っております。 

○３番（石井芳清君） 町長、これは協会の事業ですよね、1,350万円を使う交付金事業です

けれども。協会が事業を決定する、変更も含めてですよ。昨日も会に対して参加、ご協力とい

うことで要請をした、宿泊部会を含めてであろうかと思いますけれども、それは順序が違うん

じゃありませんか。 

 協会がこのように事業を変更した、または既存の事業を進めると、この段において、じゃ、

あと何日ありますか、21日ですか。この事業は31日までですよね。この事業はたしか３月31日

までよろしいんですよね。その中でできるんですか、町長。 

○議長（中村俊六郎君） 石田町長。 

○町長（石田義 君） 昨日も少しこの問題に触れましたけれども、この事業は25年度事業と

いうことでおっしゃるとおり３月31日なんですが、ここに来てこういう状況になってございま

すので、事業を進めるという方向が決定すれば、国に変更申請を出して繰り越し措置をお願い

したいと、そのように考えております。 

○３番（石井芳清君） 町長、おっしゃっているとおりだと思うんですよね。だから、私は今

言ったんです。協会で機関決定をすると、繰り越しも含めて。だから、新年度になったら、今

からでもいいんですけれども、ぜひこの事業に参画してくださいませんかということなんじゃ

ありませんか。違うんですか。 

 機関決定が何もされていない、３月31日までに、今やらなくちゃいけないんですよ、この事

業は。誰ができますか。じゃ、機関決定されているんですか、されていないでしょう。議会だ

って何の議決もしていませんよ。そういう提案もされていませんよ。 

 あなたはおっしゃいますけれども、繰り越し、それは法的に必要ですよね。違うんですか。

それは議会の議決の承認事項じゃないんですか。どこにそういうものが出ているんですか、今

般の定例会に。そんなものを町民に説明して、それが説明できるんですか、町長。もう３月議

会は開かれていますよね。明日は、具体的に一般会計の当初予算の提案もありますよね。冒頭

から受けている感じ、実務上はあるわけですけれども。 

 何もないじゃないですか。どこにあるんですか。あったら見せてください。 
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○議長（中村俊六郎君） 石田町長。 

○町長（石田義 君） 私の公約といいますか、それは確かに当然のことでございますけれど

も、順序として、この事業について観光協会が主体になっているんですよ、ご案内のとおりで

すね。 

 例えば、おっしゃるように、じゃ初めに議会で繰り越し措置をしようと。やはりその前に、

順序として遅いんですよ、確かに今ここまで来たことは遅くなってしまっているわけなんです

が、形としてはきちんと観光協会で決定された中で、議会の、非常に期間が短くて、また議員

の皆様方にご迷惑をかけて申し訳ないんですけれども、そして国に申請して、議会で繰り越し

措置をお願いして、お願いできればですよ、そういうことで私は考えています。 

 だから、私は、観光協会の中の事業決定がやはりされないとまずいんじゃないかなと、そう

いう順序で私は考えています。 

○３番（石井芳清君） だから、聞いたわけじゃありませんか、何が大切なのかと。私、９月

議会でもこの問題はきちんと正していますよね、事務的にはどういう方法があるのかと。覚え

ていらっしゃいますか。取り下げもあるということで、ちゃんと事務方から答弁いただいてい

ますよ。 

 だけど、私、だからといって、そのときも申し上げましたけれども、この事業が悪いなんて

私は一言も言っていませんよ。問題と解決方法については、私は先ほど言いましたけれども、

共有できると言っているんですよ。あれからどれほど時間がたっているんですか。 

 この説明だって、本来であればもう２月でしたか、この説明いただいたのは、議会に対して。

そのときに、じゃ２月半ばぐらいだったですよね、協議会のときに説明いただいたのは。その

ときに、じゃこれは執行しますと執行できるんですか、そのときだって。１カ月半しかなかっ

たじゃありませんか。それを今さら、長は遅いとは何事ですか。去年の今、同じような議論を

しているんですよ、町長。重大な問題じゃありませんか。 

 これ、国の事業ですよ、町長。条件がなければ一定の時期できちんと対応をとるのが当たり

前じゃありませんか。これは協会が議決を受けたところで、執行できるんですか。執行できる

んだったらとっくの昔に私はできていると思いますよ。それほど難しい事業じゃないと思いま

すよ。 

 ３月にも申し上げました。今日も冒頭に言いましたけれども、継続性、正当性を含めて当然

それを含んで提案されたんでしょう。申請されたんじゃありませんか。１年前には、会長も何

としてもやりたいという意気込みだったと。昨日はお話を伺っても、会長はこの事業に対する



 

－１１１－ 

見通しを持っていないような話を伺いましたよ、発言があったじゃありませんか。どういうこ

となんですか。 

 それにもかかわらず、採択、例えば繰り越しを含めて事業変更、協会の中で議決いただいて、

それが執行できるんですか。 

○議長（中村俊六郎君） 石田町長。 

○町長（石田義 君） ここまでに至った経緯は、いろいろ今ご指摘いただいていますが、そ

れは全て私の責任であると考えております。 

 その次に、今おっしゃっていただきました、協会が協会サイドで事業決定して、そしてまた

総務省に変更申請、また繰り越し措置をお願いして、そして本議会で皆様方に追加議案として

繰り越し措置の議案をお願いして、それができればこの事業は26年度に繰り越されるというこ

とになりますので、事業はできると思います。 

○３番（石井芳清君） ちょっと先に進みたいと思いますけれども、今般、当初予算の中で、

温泉町づくり事業補助金というのが、事業100万円ですか、提案されておりますけれども、こ

の要綱について再度承りたいと思います。また、書面で承りたいと思いますが。 

○議長（中村俊六郎君） 田邉産業観光課長。 

○産業観光課長（田邉義博君） 書面でというのは、要綱の案をということでございますか。 

○３番（石井芳清君） はい。 

○産業観光課長（田邉義博君） 議長、休憩をいただければ用意させていただきます。 

○議長（中村俊六郎君） では、午後１時まで休憩いたします。 

（午前１１時４５分） 

 ───────────────────────────────────────────────── 

○議長（中村俊六郎君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

（午後 １時００分） 

 ──────────────────────────────────────────────── 

○議長（中村俊六郎君） ３番、石井芳清君。 

○３番（石井芳清君） ３番、石井です。 

 それでは、一般質問を続けさせていただきます。 

 ただいま議場で、御宿町温泉施設整備事業補助金交付要綱というのが示されましたが、この

説明を求めます。 

○議長（中村俊六郎君） 田邉産業観光課長。 



 

－１１２－ 

○産業観光課長（田邉義博君） 貴重なお時間をいただきまして、大変申しわけございません

でした。 

 ただいまお手元にお配りさせていただきました御宿町温泉施設整備事業補助金交付要綱案で

ございますが、こちらの第１条の目的といたしまして、この補助金によって御宿温泉まちづく

りを推進することを目的とするといたします。 

 時間の都合で要点だけですが、第３条に補助対象者を規定させていただいております。こち

らは、御宿町税条例第149条に規定する入湯税に係る特別徴収義務者の経営申告をした者を対

象事業者ということでございまして、入湯税をお客様からいただいて町に申告納税する手続を

した人のみを対象といたします。 

 第４条で経費と補助率を定めております。こちらの３ページの、別表にまとめてございまし

て、鉱泉浴場における所有施設及び浴槽までの配管施設の新設または改修等の経費ということ

で、簡単に申し上げますと、温泉水を入れておくタンク、それとそこから浴槽までの配管施設、

これの新設または改修等で、補助率は10分の10で、１件当たりの限度額は10万円としておりま

す。 

 第５条以下につきましては、補助金の申請の手続上のことでございますので、割愛させてい

ただきます。 

 以上でございます。 

○３番（石井芳清君） 説明をいただきましたが、これはいわゆる温泉まちづくり事業の一環

としての提案ということでしょうか。それとも、これは単なる個別案件で、新年度事業の単な

る１つの事業だということなのでしょうか。 

○議長（中村俊六郎君） 田邉産業観光課長。 

○産業観光課長（田邉義博君） こちらは、いわゆる交付金事業で行います町づくり事業だけ

ではなく、町、住民の皆さんで行う温泉まちづくり事業に適用させるための要綱でございます。 

○３番（石井芳清君） 第１条に、温泉まちづくりを推進することを目的とするとうたってご

ざいますので、これは町長の施策の一環であるということでよろしいんでしょうか、町長。 

○議長（中村俊六郎君） 田邉産業観光課長。 

○産業観光課長（田邉義博君） 町長の温泉まちづくりの施策でございます。 

○３番（石井芳清君） そうしますと、本日、冒頭からこの間の経緯について私なりにお話を

させていただいておりますけれども、町長はこの間、この温泉まちづくり事業においては、重

大な決意を持って臨むということでよろしいかと思いますよね。 
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 そうしますと、これもその施策の一環ということで大変重要な案件だということになろうか

と思うんです。私は教育民生常務委員会と総務常任委員会に属しております。逆に言いますと、

産業建設常任委員会には属しておりませんので、しかるべき所管でどのように議論されたのか

わからないわけでありますけれども、これはどのように議論されて今般の提案に至ったわけで

すか。 

○議長（中村俊六郎君） 田邉産業観光課長。 

○産業観光課長（田邉義博君） これは、４月18日付の観光協会長からの補助金要望をいただ

きましてから内容を検討しておりまして、実は困っていたのが、一番後ろの補助対象経費のと

ころでございまして、ある程度、新しい温泉まちづくり事業ということで、対案を示しました

ところで、必要となるものが確定しましたので、このような形にさせていただきましたが、温

泉の本体のほうのやるやらないに軸足が向いてしましまして、こちらのほうの皆様方へのご説

明がおろそかになってしまいました。申し訳ございませんでした。 

○３番（石井芳清君） 謝られても困るんです。温泉まちづくり事業、町長の公約の１つの手

段でしょう、町長。全体で31億円何がしですか、今般の当初予算。その１つの額は100万円か

もわかりませんけれども、重要な根幹をなすということがあなたの施策、私ではないんですよ。

そういうことじゃないんですか。 

 私もいろいろな部の責任者をやらせていただきまして、さまざまな委員会、会議に臨む機会

がございますけれども、御宿町は大変たくさんの委員会で審議、協議などをしております。た

しか、この間で議会から長の申し出で、そういう委員会の開催を断った経緯というのは私はな

いと思うんです。 

 急遽の会議でも、議員の皆さん、公私ともに、まあ議会ですから当然といえば当然かもわか

りませんけれども、急遽の呼び出しにも応じていただきまして参加を、議会が開催されており

ますよね、町長。 

 それって、協働の町づくりということ、これも町長の公約です。協働の町づくりなんかに、

私も含めてそのことについては賛同が多いと思うんですよ。言行不一致じゃないんですか、町

長。それとも、これはそういう重大な問題ではないということなんですか、この予算というの

は、この事業というのは。脈絡がつかないんですよね、わからないんです、これ。どういうこ

となんですか、町長。ご自身の口からもう一度説明いただきたいと思います。 

○議長（中村俊六郎君） 石田町長。 

○町長（石田義 君） 重大な問題であるという認識はございます。そういうことで、いろい
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ろご指摘、ご批判をいただいておりますが、そのことについては真摯に受けとめさせていただ

きます。 

○３番（石井芳清君） 最後に、温泉まちづくりについて伺いたいと思いますが、今後の事務

の確認でございます。先ほども何点かご自身の口から答弁をいただいたところでございますが、

今後の事務の方向性としてはどういうことがあるんでしょうか、これについて伺いたいと思い

ます。 

○議長（中村俊六郎君） 田邉産業観光課長。 

○産業観光課長（田邉義博君） 先般の６日に観光協会の理事会があって結論に至らなかった

ということで、14日に理事会が予定されております。 

 この理事会において、補助金交付金事業としての温泉町づくり事業をやるかやらないかはっ

きりいたしましたところで、やるというような判断でございますれば、議会のほうに繰り越し

の手続をとることになりますが、その前に総務省へ事業内容の変更を出します。変更について

はおおむねオーケーがとれておりますので、あとは、財源を繰り越していいのか悪いのかとい

うことが、財務省のほうの手続になります。その手続を経まして、財務省も繰り越しがオーケ

ーだということになりましたら、議会へ新年度予算への予算繰越をお願いさせていただきます。 

 また、理事会で、協会としてこれはやらないということになれば、またこちらも総務省へ事

業の中止の申請をいたしまして、議会には、ただいま６月議会でお願いいたしました1,350万

円の予算の減額をお願いしたいと思っております。 

 以上でございます。 

○３番（石井芳清君） 了解いたしました。いずれにしても、議会の議決要件であるというこ

とで、これは確認させていただいてよろしいですね。 

 それと、当然ですけれども、今説明があったとおりのフローだと思いますが、全てこれは協

会及び国が確認を、後に、議会への手続、要するに議会の手続が最後になるということも、そ

れで確認してよろしいわけですね。わかりました。 

 先ほども私は申し上げましたけれども、会長ご自身が、今度の温泉まちづくり、要するに町

の提案については乗り気でないと思うんです。賛成ということではないようでありますね。こ

うした事業は本当に実行できるのかということは甚だ疑問であります。いま一度協会でしかる

べき手続をとるということでございますので、それは待ちたいと思いますが、しかし、その結

果について、繰り越した場合の新年度の実現性というのは、私は非常に不透明だと言わざるを

得ないということを申し上げさせていただきまして、次の質問に移りたいと思います。 
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○議長（中村俊六郎君） 石田町長。 

○町長（石田義 君） 先ほどの、町長は協会や会員に今、何を語っているのかということに

関連しまして、少しつけ加えさせていただきます。 

 この温泉の使用につきましては、宿泊業者の皆さんが中心ということで、それはもちろんの

ことなんですが、温泉利用につきまして町民の皆様、一般家庭での活用も考えております。 

 大まかなことは観光協会に申し上げておりまして、細かい説明はしていないんですが、例え

ば具体的には、この貯蔵施設といいますか、一旦貯留しておきます施設の場所に、町民の皆さ

んが例えばポリ缶を持ってきて、温泉スタンドとよく言われますが、そういう形も考えて、御

宿町は高齢化社会の中にございますので、できるだけ広くこの温泉を活用していただければ、

町民の皆様にそれだけ少しでも利用いただき、町民のためということで、この事業を推進する

意味があるのかなと考えておりますので、よろしくお願いします。 

○３番（石井芳清君） 一般質問は時間が限られているんですけれども、町長、言葉じゃない

んですよ。具体的な計画なんですよ。だから、事業者の皆さん、宿泊業の皆さんも安心して賛

同を得られない、特に会長は賛同を得られないんじゃないんですか、町長。そういうことを私

は今日一貫して言っています。１年間、私はずっとそのことを言ってきました。 

 総務省はこういう形で出していますよね、簡単にですけれども。今おっしゃられたことがき

ちんと計画として、例えば御宿町温泉まちづくり事業、御宿町長を入れて、こういう形で温泉

を町づくり、町おこしに使いますよと、町民の福祉に寄与するように使いますよと、そのため

に協会はこういうふうにやりますよと、町はこういうふうにやりますよと、町民の皆さん、こ

ういうふうに利用ができますよということをペーパーで出すということですよ、私が言ってい

るのは。それができないから、この事業は右往左往したんじゃないんですか。 

 それを、今も口頭だけの説明で終えようとするんですか。余りにも無責任じゃないですか。

違うんですか、町長。それができないんですか。こうやって書けないんですか。私はそのこと

を言っているんですよ。この段において、もうあと20日しかないんですよ。 

 ちょっと、とりあえず質問を続けます。この間も、町民の言うことをたくさん承っておりま

すので、時間があればまた再度これに戻りたいと思います。 

 大震災から３年、防災の町づくりの到達と課題について伺います。 

 簡単なこの間の概況報告を求めます。概要ですか、トータルの状況について。 

○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） 防災町づくりの概要についてご説明します。 
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 まず、公助の面ですが、東日本大震災を教訓に、25年３月に町で地域防災計画の修正を行い、

あわせてハザードマップの修正、全戸配布をいたしました。 

 地域防災計画の修正時に、避難所、避難場所、一時避難場所の指定についても、浸水傾向の

大きい、できるだけ高台に見直しを行っております。 

 先ほどもご質問ありましたが、一時避難ビルの協定を初め、さまざまな災害時の応援協定締

結の取り組み、住民の皆さん、観光客、子供たちを対象の各種防災訓練も実施してまいりまし

た。また、全国一斉瞬時警報システムの導入や、携帯電話３社のエリアメールの送信もできる

ようにいたしました。 

 ハード面では、海岸部分を中心に標高看板、避難所誘導看板、また避難所には太陽光パネル

つき避難所の看板、井戸の設置を今、実施しております。災害資機材の備蓄品にも配置いたし

ました。 

 共助の面では、自主防災会が独自で行う防災訓練への協力を行いました。 

 今後は、避難所運営に向けたリーダー講習会を、各区区役員を対象に予定しております。 

 行政区へ、高台への避難路の整備要望調査を実施し、29年より協働で整備してまいりたいと

考えております。 

 自助の面では、25年防災総合対策班を設置し、御宿広報に、ピックアップ防災の中で住民の

皆さんお一人お一人に、ご家族単位での災害時の避難経路の確認や、災害時を模した指針など

の確認の周知を行っております。 

 また、今後の課題といたしましては、防災無線デジタル化に向けた取り組みがございます。

これにあわせて、さまざまな形での情報の発信を検討してまいりたいと考えております。 

 職員の防災訓練も定期的に行っていますが、この中で仮に大災害が発生を想定しました業務

の継続計画、これの策定が今後必要と認識しております。 

 以上でございます。 

○３番（石井芳清君） 具体的にお聞きします。 

 避難所です。幾つか町は避難所を設定してあるかと思いますが、その整備状況、具体的にど

うなっているのか、及び避難マニュアルがどうなっているのかについて伺います。 

○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） 避難場所につきましては、中学校、旧岩和田小学校、布施小学校、

旧御宿高校、実谷区民館となっております。一時避難場所といいますか、野球場、児童館等が

入っております。避難場所については全部で７カ所でございます。 
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 一時避難場所は、サンドスキー等を含めまして、多目的広場、浅間山、あとマンションのほ

うが７棟となっております。 

 避難所につきましては、中学校体育館、また岩和田小学校体育館等で10校となっております。 

○３番（石井芳清君） いや、ですから場所じゃなくて、今言ったところを防災基本計画に位

置付けしましたよね。それが、それぞれ役割があるわけじゃないですか。それに基づいてどの

ように整備されたのか、なければないということで理解します。 

 それと、もう一つは、避難マニュアルについて答弁がなかったんですけれども。 

○議長（中村俊六郎君） 多賀保健福祉課長。 

○保健福祉課長（多賀孝雄君） それでは、福祉避難所が私どもの所掌事務でございますので、

私のほうから福祉避難所の進捗状況についてご説明をさせていただきます。 

 まず、福祉避難所は社会福祉協議会、社会福祉センターを予定してございまして、これにつ

きましては議会のほうでもお示しをしたところでございます。 

 今年度、基礎的な工事いわゆるトイレ関係とか排水関係、こういった整備を、バリアフリー

も含めまして進めさせていただきました。来年度におきましては、今年度一部設計関係、中の

仕様関係等につきまして今、協議を進めておりますので、来年度中にボランティアの受け入れ

等も含めまして中の仕様関係を整理いたしまして、平成27年度ごろを目安に、一部ハード事業

として中の改修事業を進めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） 町の避難所運営マニュアルについては、現在策定しておりまして、

各課の最後の打ち合わせをやっております。一応案としてできております。 

 これについては、避難された方が自主的に運営するということを目標につくっておりまして、

食料とか、あとは詳細につきますと、ペットまでの、人間はもちろんですけれども、ペットを

どうするかというところまでの細かい要望、またレイアウトをつくっております。これに基づ

いて昨年11月に、職員の避難訓練で避難所開設訓練をやっております。これについては、年度

内に完成する見込みでございます。 

○３番（石井芳清君） たしか、亀田病院の医師ですか、１年ぐらい前ですか、大会議室で講

演をいただきました。実際、現地に赴いた中でさまざまな苦労があって、また教訓があって、

それを話されましたし、私も参加させていただきましたけれども、大変教訓に満ちた話であり

まして、即、町としてそれを利活用して具体的な計画づくりを進めるべきではないかというふ
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うに感じた次第でありますが、この避難マニュアルは、今月といっても先ほどの日程の中でそ

れは公表するとは思うんですけれども、これはただ公表すると、例えばインターネットか何か

に掲示して終わりにするんですか。 

○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） 避難所の運営マニュアルにつきましては、担当職員はもちろんで

すが、各避難所に設置するとともに、各地区の自主防災組織のリーダーに配布したいというふ

うに考えております。 

○３番（石井芳清君） 配布するのは当然だと思うんですけれども、この中身を具体的に町民

の皆さん、我々議員もそうだと思いますけれども、やっぱり血肉にしていただくということじ

ゃないんですか。配布すればあなたの事務は終わるかもわかりませんけれども、それでは救援

にならないじゃないですか。 

○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） これにつきましては当然、自主防災会のリーダーの講習会も26年

度に予定しておりますので、この中でも説明してご理解をいただきたいというふうに考えてお

ります。 

○３番（石井芳清君） 私、いつ災害が起こるかわからない事態であるのは共通認識だと思う

んです。そういう面では、やっぱり暫定版でも公表して、随時補強をしていくと。これ、例え

ば公表したからといって、それは固定じゃないわけでしょう。いろんなさまざまな要因が変わ

りますよね、国・県の方針も変わりますよね、当然それに合わせて変えていく必要があろうと

思うんです。皆さんの組織が変われば変わったように変えていかなければならないと、建物の

改廃もある、機能の改廃もあるということじゃありませんか。 

 ということですので、これは大変大事な問題ですので、早く公表してみんなのものにしてい

ただいて、しかもそれを充実させていくということが本当に必要だと思うんです。 

 次に移りたいと思います。 

 それでは、整備の数値目標、先ほども例えば社協の施設について担当から報告がありました。

具体的に、ではその避難所と指定されたところですよね、私が今回特に言っているのは。避難

所、部屋、建物に、そこに対する数値目標というのはあるのか、ないのかということを端的に

伺いたいと思います。 

○議長（中村俊六郎君） 多賀保健福祉課長。 

○保健福祉課長（多賀孝雄君） 福祉避難所のほうは、おおむね障害者等を中心に30名程度の



 

－１１９－ 

整備をしていきます。そのほかにはボランティアの申し込み、受付、配置、そういうものがで

きるような整備を目標として考えております。 

○３番（石井芳清君） 避難所は１カ所なんですか。 

○議長（中村俊六郎君） 渡辺教育課長。 

○教育課長（渡辺晴久君） 実は、教育委員会が所管しておりますのは御宿中学校、それから

旧岩和田小学校、Ｂ＆Ｇ体育館、布施小学校ということで、それについての整備状況等、今後

の状況ですが、御宿中学校の体育館につきましては、柔剣道場とあわせまして、あと校舎です

ね、あわせて避難所に指定されておりまして、収容人員は852人となっております。 

 特に体育館及び柔剣道場につきましては避難所になることを想定し、停電時に外部の発電機

とつなぎ、柔道場の電源を確保できる設計となっております。また、インターネットについて

も接続が可能でございまして、テレビも見られる環境となっております。トイレについても、

断水時に使用しやすいタンク式として、また40トンをためることができる貯水槽も設置してあ

りまして、この水槽からトイレや洗濯などの生活水としても使用できます。 

 また、今後、公共施設再生エネルギー等導入支援事業を活用して、太陽光発電機を設置する

という計画をしておりまして、来年度につきましては設計経費について当初予算に計上させて

いただいているところでございます。 

 ほかの施設につきましては、建築から長い年月がたっておりまして、建築当時に現在のよう

な技術もなかったことから、中学校体育館のような機能が整備されておりませんが、来年度照

明やバスケットゴールなどの天井のつり物の調査を実施して、災害時等の安全確保に努めてま

いりたいと考えておりますとともに、今後、避難所として必要な機能の整備につきましては、

計画的に進められるよう、防災担当課や学校と協議をしてまいりたいと考えております。 

○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） 学校関係、教育関係は教育課長のほうで答弁ありましたが、旧御

宿高校についても、電気、水道、トイレ等は使える状況に今年度、整備しております。 

○３番（石井芳清君） 今、避難所の幾つか整備状況について伺いましたが、それから幾つか

今後予定しているということも伺いましたが、それは町民に対して明示されておるのでしょう

か。例えば、どこそこの避難所には水が何人分ある、毛布が何人分ある、食料が何人分あると。 

 先ほどの福祉避難所とかを含めて、それぞれの目的を持っているわけですよね。大規模災害

が、例えば今日、この時間に起きましたと。どこにどうやって逃げていけばいいんですか。そ

ういう情報は今、示されているんですか。私は承知していないんですけれども。 
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 それから、今年度もたしか、予算の中でさまざまなものを追加購入していますよね。では、

そういうものが、いつどこにどういうふうに納入されたのかというのは、私は議員ですけれど

も、勉強不足ですけれども、知りません。これはどうなっているんですか。 

 今後、私はきちんと数値目標を持って、何年度までにここまでに整備すべきだと。ここの部

分はやはりどう見たって、一刻も早く整備をしなきゃならぬだろうと、そういうことも議論は

必要だと思うんですよ。これは財政を見ながらだんだんやれということなんですか。それはど

うなっているんですか、私は承知していないんですけれども、説明をもらいたいと思うんです。 

○議長（中村俊六郎君） 多賀保健福祉課長。 

○保健福祉課長（多賀孝雄君） 私どもの福祉避難所の位置付けでございますが、とりあえず

身近に逃げていただくということが大事でございますので、その後、やはり障害者の方たちが

そこの避難所では生活しずろうございますので、そういった方たちを受け入れるという体制で

ございます。 

 それ以外につきましては特別養護老人ホーム、外房とか各施設がございますので、協定を結

びまして、そちらでの受け入れ態勢については協議を進めております。 

 それから、避難所で受け入れた体制の以後のことにつきまして、障害者の避難状況というこ

とで私どものほうのパソコン等で、それぞれ今250名程度、障害者関係の方たちを含め、要支

援者と言われる方たちのリストアップをさせていただきまして、あとは防災のほうの担当と今

後どこの避難所の、どういう形で位置付けるかということの調整が進められることになります。 

 私どものほうは以上でございます。 

○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） 現在、備蓄品につきましては、この役場、御宿小学校と布施小学

校、御宿高校のほうに備蓄しております。備蓄品台帳で管理しておりますが、今後はホームペ

ージ等でどこにどれだけの備蓄があるか、食料と水があるかということを公表してまいりたい

というふうに考えております。 

○３番（石井芳清君） 避難所において、このマニュアルとともにそういう備蓄状況がどうな

っているのかと大きく張り出すべきだと思うんですよ。常に住民のものにしておくと、何かあ

ってもそこに行けば、何がある、ないか、そして例えば障害を持った方々、例えば乳飲み子を

持ったお母さん方、どこに行けば一番ベストなのかというのがすぐにわかるようにしておく。

インターネットだって、そのときには見られない状況だって生まれるわけじゃありませんか。

それが避難所じゃないんですか。避難所は、町長が宣言して初めて避難所になるんですか。や
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はりきちんとそういうのは日ごろから整備をしておく、100％でなくてもいいから、きちんと

公表できるものは公表しておく、変化すればちゃんと書きかえるということが危機管理じゃな

いんですか、きのうから一貫して言われている。違いますか。 

○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） 今申し上げた食料、飲料水のほかに、災害時ですから備品等も当

然備蓄しております。そういうのも含めて、そういうことが必要だと思いますので、検討して

まいりたいと思います。 

○３番（石井芳清君） 検討するんじゃなくて、即刻やってくださいよ。議会が終わらない間

にできるじゃありませんか。24日まで待てというんですか。そんなに難しい問題じゃないじゃ

ないですか。 

○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） 早急に対応してまいりたいと思います。 

○３番（石井芳清君） それから、あと、要支援者の方々ということで、現状240名の名簿が

あるということでありますが、しかし現実にはなかなかこの名簿は使いづらいという声も伺っ

ているところでありますが、聞くところによると、４月１日より法制度も若干変更されるとい

う話も聞いているわけでありますけれども、ここら辺の対応について伺いたいと思います。 

○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） 災害対策基本法の一部改正によりまして、避難行動要支援者につ

いて、名簿の作成について規定の改正が行われました。 

 今までは個人情報の関係がございまして、例えば消防団とか自主防災会と、そういったとこ

ろに配布できないということになっておりましたけれども、ご本人の承諾を得てそれについて

は、当然保管については一応の規定がありますが、救助側の関係機関に配布できるようになり

ましたので、４月以降、今後それを整備して、災害に備えて各関係機関の方へお持ちいただい

て活用していきたいと考えます。 

○３番（石井芳清君） それは、先ほどの担当の多賀課長が説明しておりましたけれども、現

在の240名の要支援者名簿というのは、即、移行できるんですか。 

○議長（中村俊六郎君） 多賀保健福祉課長。 

○保健福祉課長（多賀孝雄君） データでお渡ししてございますので、すぐ公表できるかとい

うことですよね。 

○３番（石井芳清君） 多分、法的には違うと思うので、きちんと正確な答弁を求めます。 
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○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） 今、町がデータで持っている名簿については、それは公表するこ

とはできません。４月１日以降、方法が変わりますので、新たに同意を得て公表していいと、

そういう承諾をもらったものについて公表できるという取り扱いになります。 

○３番（石井芳清君） 了解いたしました。正確な対応を求められると思いますし、一方で迅

速な事務を求めたいと思います。 

 それから、その名簿でありますけれども、ペーパーというのは、先ほど言ったとおり更新が

なかなか難しいというのが実態だろうと思います。多くの自治体で、いわゆるこのような小さ

なタブレット等、こうしたもので現場で即リアルタイムな情報を見て、しかも住所まで出るわ

けですから、すぐ地図も出て、救援に行かれると、もう現場でできちゃうわけですよ。 

 ４月１日の名簿で、残念ながら、いろんな事件がありますよね、町内、はっきり申し上げて

白い看板なんか出るわけでありますけれども。では、更新は次の４月１日なんですか、という

ことじゃありませんか。それから、新たな障害をお持ちの方もいろいろ生まれますよね、病気

やけがも含めまして。そういうことをどうアップデートしていくんですか。ペーパーじゃ、４

月１日だったら４月１日のままじゃありませんか。さっき言ったじゃありませんか、避難所の

ことを含めて。 

 ですから、今そういう新しい技術が非常に簡便に、しかも安価に実現できると。当然それは

データのぐあいを含めたものは、担保が当然必要ですよ。そういうことはきちんと研究して実

現をしていく。時間がかかれば、それはちょっとおくれてもいいと思うんですよ。即座に対応

できるシステムを構築していくということが大事だというふうに思うんですが、それはいかが

でしょうか。 

○議長（中村俊六郎君） 多賀保健福祉課長。 

○保健福祉課長（多賀孝雄君） データの更新等につきましては、私ども、年に１回なのでご

ざいますが、年度末に予定しております。民生委員さん等の連絡の中で、日々の、薬のところ

までまいりますと、日々変わっておりますので、状態がなかなかつかみづらいというのがござ

います。 

 公表の問題につきましても、民生委員さんを通じて、今の状況ですと年１回、更新してござ

います。 

○３番（石井芳清君） 今は現状ですので、迅速な対応がとれるような事務を求めたいと思い

ます。 
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 次に移ります。雪害対策に移りたいと思います。 

 ２月８日から15日にかけて、大雪と大雨被害、この大雪については45年ぶりというような報

道もされておるわけですけれども、それについて報告を求めます。災害状況ですね、簡単に。 

○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） 大雪に対してですが、今回、２月14日夜から15日にかけて、関東

甲信越地方、東北地方で記録的な大雪になりました。 

 この管内では勝浦、大多喜、御宿と合わせて、そのときに3,500軒が同時に停電が発生して

おります。御宿町については町内全域にわたったわけですが、早いところでは７時前には停電

は解消されましたが、一番遅くて実谷地区で次の日の５時ごろまで停電が続いたということで

ございます。 

 停電になってから、東電のほうで今、停電を調査している旨の防災無線を流しました。あわ

せて、雪による住民の皆さんの外出を控えるよう注意喚起の放送を行って、けがの防止等に努

めました。 

 庁舎内についてもかなり雪が積もりましたので、職員で雪かき、住民の皆様の役に立てるよ

うな対策を講じました。 

 幸いに、夜６時ごろから雨になって、だんだん、次の日、天気の関係もありますが、道路の

ほうは通れるようになったということでございます。 

 ただし、その後、15日の午後３時26分に大雨警報が発令されまして、その後、我々職員は役

場に集まり、雪、雨の被害状況を調査いたしました。雪による人的被害はございませんが、重

立ったもので雪の重さや雨、風について、道路の損壊等が発生しております。大雪によって道

路の通行止を行っているものについては、防災無線でその都度住民の皆様にお知らせいたしま

した。 

 今回、専決等で予算でお願いしておりますが、倒木、崩落、道路の被害等では町道５路線、

林道７路線でありまして、またあわせて、御宿台の町有地で倒木が４カ所発生しております。 

○３番（石井芳清君） ひとつ停電に関してでありますけれども、停電については同時多発だ

ったわけです。住民からも相当、たしか役場にクレームと申しましょうか、あったと思うんで

すけれども、それについての今後の対応について聞きたいと思います。 

○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） 停電が町内全域にわたりまして、東電のほうが電話をかけても出

ないということで、当然住民の皆さんが役所のほうに、いつになったら直るんだと、その後ど
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うなっているんだという照会の電話がかなり寄せられました。 

 防災無線でお知らせするとしても、東電からの報告がございませんので、今停電が発生して

いるという状況だけの放送をいたしました。 

 場所が特定できるところに、私どもで東電に電話して、ここの住民の方からまだ直っていな

いということをお伝えしましたけれども、かなり電話をいただきました。これは御宿だけでは

なくて、大多喜、勝浦を含めてかなり来たということを聞いております。 

 今後、できれば東京電力のほうに申し入れたいと思うんですが、そういう停電が長時間にわ

たる場合は、町のほうに東電の職員を派遣してもらって、いつ直るんだと、そういうことを自

分の会社とやり合って、その情報が確かであれば、防災無線で住民の皆さんにお知らせしたい

と思いますので、町だけでは対応できないものが多々あったのが今回の現状でございます。 

○３番（石井芳清君） 要するに、担当を町に配置してもらう要望をしたいということでよろ

しいわけですね。了解いたしました。 

 次に、そういう雪害対策でありますけれども、いわゆる公用車です。この対応というか対策

といいましょうか、現状の装備はどのようになっておるのでしょうか。チェーンやスノータイ

ヤ、それから今日道路の話も出されましたけれども、融雪剤ですね、こうしたものの確保状況

などについて、それと今後について伺いたいと思います。簡単に、すみません、明瞭にお願い

します。 

○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） 雪の対策の、公用車のチェーン、スノータイヤということですが、

町の庁用車の関係で、役場の関係では公用車49台のうち、マイクロバス２台、緊急車両２台、

軽トラック１台と乗用車１台がスタッドレスということで、49台のうち６台が雪の対策をして

おります。これとは別に、各消防団の分団についてはチェーンの配備をしております。 

 今後、こういったことも異常気象の関係で起きるということを想定して、計画的に雪対策に

努めてまいりたいと考えております。 

○議長（中村俊六郎君） 佐藤建設環境課長。 

○建設環境課長（佐藤昭夫君） 融雪剤の配置状況でございますけれども、御宿台、高山田、

西琳寺、小幡、立山地区、町道５カ所に２個ずつ配置しております。予備は５袋程度とってご

ざいます。 

 ただし、本年は１月19日にも降雪がございまして、このときに大分、町道のこういった箇所

に散布を行いました。12月中に15袋購入し、その後10袋を購入しまして、凍結注意の看板とと
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もに現在も配置してございます。今後、雪の状況を見まして、この量については対応してまい

りたいと思います。 

○３番（石井芳清君） 基本備蓄というのは幾つになっているんですか。 

○建設環境課長（佐藤昭夫君） 基本が、町道５カ所にまず２個ずつ、10個ですね、10個道路

に通常置いてございます。備蓄のほうを５袋ということで運用してございます。 

○３番（石井芳清君） そうしますと、それがなくなったらば即購入して、基本備蓄というの

が常にあるという、要するに積雪期間、雪の降る期間というのは大体決まっていますよね、一

般的に、ということでよろしいわけですね。 

○建設環境課長（佐藤昭夫君） はい。 

○３番（石井芳清君） わかりました。 

 次に、除雪作業などでありますけれども、先ほども質疑がされましたが、いわゆる山が荒れ

ている中、倒木など里山整備の必要があるんだというふうに私は考えるんですね。 

 特に、今、自然エネルギー、それから体験も含めまして、今こうした山林が再び注目が集ま

っているという状況でございます。いわゆる総合的な治山事業を進めていかない限りは、この

抜本的な道路管理だけでは限界があるというふうに私は考えるわけでありますけれども、それ

については担当はどのように考えているのか、伺いたいと思います。 

○議長（中村俊六郎君） 田邉産業観光課長。 

○産業観光課長（田邉義博君） おっしゃられましたとおり、昨今、気象の状況も変化してお

りまして、台風なども大型化する傾向にあるので、従前から道路に接道するのり面の所有者な

どには適正管理をお願いしておりますが、今後も注意喚起を含めて所有者への要請をしてまい

りたいとともに、また、今おっしゃられました山を活用しての何かレジャーのようなものを考

えてみたいと思います。 

○３番（石井芳清君） なかなか市町村だと限界もあるのは承知しておりますけれども、総合

的な治山事業を進めていただきたいというふうに思います。 

 45年ぶりということでありますが、防災計画の中にも積雪についての具体的な記述がないと

いうふうに私は理解しております。今後、積雪についても、今答弁いただきましたけれども、

いわゆる具体的なマニュアルづくりが必要だというふうに思いますが、これについてはいかが

でしょうか。 

○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） 地域防災計画の中で、風水害編に対応して、それで対応すること
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に一応なっておりますが、今般、関東また山梨等の被災状況を見ますと、それではなかなか対

応できないと、孤立住宅も発生しているという状況でありますので、その辺については今後研

究してまいりたいというふうに思っております。 

○３番（石井芳清君） 了解いたしました。 

 次に、こうした積雪、特別な災害状況については、私は、町のホームページでもそうした情

報を一元化する、いわゆる特設サイト、ページですね、こうしたものを設置して、町民の利便

を図るべきだというふうに思うわけであります。 

 特に、その中では、先ほどもありましたけれども、通行止情報です。インターネット等では、

国・県道については情報が提供されております。比較的新しい車のナビを持った方にはそうし

た情報が出まして、先ほどの質問にもありましたけれども、国・県道については積雪での通行

どめ情報が、具体的にナビの画面に出てくるわけですね。 

 こうしたものと町の主要町道の通行止、また工事での通行規制ですね、こうしたものはやっ

ぱり私は、今の世の中でありますから、リアルタイムにそうしたものが表示できる、そのよう

に調整を図るべきだと、いわゆる情報を共有すべきだと考えるわけでありますけれども、いか

がでしょうか。 

○議長（中村俊六郎君） 佐藤建設環境課長。 

○建設環境課長（佐藤昭夫君） まず、通行止の関係でございますけれども、今回の通行止に

つきましては、現地のほうに三角コーン等により表示をしまして、防災無線等による広報を行

いました。今後、もう少し大き目の看板で、通行止の状況がしっかりわかるような通行止の表

示をしてまいりたいと思います。 

 また、今回、ホームページ上には町道の通行止の対応をしてございませんでしたので、今後、

道路情報として、ホームページ上に通行止のお知らせ等を対応していく予定でございます。ま

た、同時に、町のツイッターからもそういった状況がわかるように対応してまいりたいと思い

ます。 

 それから、今ナビのお話の中で、通行止の情報ということでございましたが、いわゆるビッ

クスというような、渋滞とか通行止の情報を提示しているものだと思いますが、ビックスのほ

うに問い合わせをしましたところ、今の段階では地方の市町村道については未対応というお話

をいただきましたが、今後の対応等につきまして情報を確認して、利用方法について検討して

まいりたいと考えております。 

○３番（石井芳清君） 了解いたしました。 



 

－１２７－ 

 次に移ります。 

 協働の町づくりについてでありますが、広域ごみ処理施設の説明会が先般行われました。こ

の中で大きな課題といたしまして、生活道路であり、搬入路である県道174号線の整備と、ご

み減量化が今度の課題であるというふうに認識しております。 

 県道の整備につきましては、先般の説明会でも管理者から県への要望をしていることが報告

されました。また、今般の定例会でも、上布施区より整備を求める請願が提出されております。 

 今後どのように対応していくのかということで、簡単に短くお願いいたします。 

○議長（中村俊六郎君） 佐藤建設環境課長。 

○建設環境課長（佐藤昭夫君） まず、広域ごみ処理施設の説明会の関係でございますけれど

も、２月16日に上布施、実谷、七本地区を対象に開催をいたしました。このときの参加者が38

名でございました。 

 出された意見等につきましては、今ご指摘のありました県道の整備要望、それから堆肥化処

理の有無等、指定袋の取り扱い等について意見がございました。 

 今後のスケジュールでございますけれども、25年度から26年度にかけまして施設計画の検討

と工事発注の手続を進めまして、26年度に造成工事、27年度末ごろより施設建設工事、約２カ

年で平成30年からの供用開始を予定しております。 

 また、環境影響調査につきましては、４月に公告縦覧に供する予定と伺ってございます。 

 県道のほうにつきましては、要望が非常に強く、引き続き県道の整備に向けましても要望し

てまいりたいと思います。 

 また、ごみの減量化につきましては、現在、今年度１人当たり約1,200グラム程度、21％程

度の減の傾向が出てございます。平成30年ごろの目標値につきましては、現状を検証して、新

たな目標値について検討して設定してまいりたいと考えております。 

○３番（石井芳清君） ごみ減量化でありますけれども、新たな目標というのは21％を上回る

目標値ということで考えてよろしいんですか。 

○議長（中村俊六郎君） 佐藤建設環境課長。 

○建設環境課長（佐藤昭夫君） 現状では、導入後１年目ということで、リバウンドのような

ことが出ないかどうかというところも様子を見たいと思いますので、その数値を見て、適正な

数値目標を今後設定してまいりたいと考えます。 

○３番（石井芳清君） 了解いたしました。 

 ちょっと時間がないので、先に移りますが、環境カレンダーについてでありますけれども、
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今日これを持ってきたのは、いわゆるインターネット上に公開しているものですね。９月議会

で私以外の議員からも、ごみカレンダーが見にくいという指摘がされました。 

 これは23年度のカレンダーです。私たち、各戸に配られたのはこれの白黒版でありますけれ

ども、これは指摘があっていわゆる改良版ということで、インターネットに掲示されているも

のですよね。これとこれを持っていきますと、若い方も高齢の方も昔のほうが見やすいという

んですね。 

 これは確かに、今度の行革の中でも、これはちょっと載ってないんですけれども、去年の４

月に配られたのは下にたしか広告が載っています。ということで、町内の事業所による無料配

布ということはあろうかと思いますけれども、みんなチカチカして見えないと言うんですよ。 

 一番最初のは、今この中に例えば可燃とか古紙とかと書いてあるんですけれども、４月のや

つにはこれ書いてないんですね。上下で見づらいということなんですけれども、これは改良版

で、両方持っていったんです。これはやっぱり見づらいということなんです。 

 そしたら、これを例えば印刷して町内にお配りするのに、どのくらいお金がかかるんですか、

ちょっとお答え願えませんか。 

○議長（中村俊六郎君） 佐藤建設環境課長。 

○建設環境課長（佐藤昭夫君） 費用につきましては、紙代といいますか、１回当たり7,000

円か8,000円程度の費用になるかと思われます。 

○３番（石井芳清君） そうすると、２回ですから、その倍ですよね、２万円から３万円もな

くて配れるということですよね。 

 もう時間がないんですけれども、今般の補正だけでどのくらい減額補正しているんですか、

あなたの課は。1,000万円の単位じゃありませんか、たしか、まだよく見ていませんけれども。 

 先ほど21％と書いてあるとおっしゃったでしょう、私も承知していますよ。たしか環境課で

つくったのは10％が最終目標だったんじゃありませんか、ごみ減量化の。町民の皆さんはそう

いうふうに努力をされているんですよ。 

 じゃ、もっとみんな町民の中に入って、じゃどんなふうにしたらいいのかねと、これがいい

というのなら３万円かけて出せばいいじゃないですか、３万円のお金がないんですか。私がい

いということじゃないんですよ、町民の皆さんが日々使っているんですよ。特に御宿町は高齢

者また独居の方が多いじゃありませんか。若い人だって朝早く出ていく、夜遅く帰ってくる、

それが実態じゃありませんか。若い人たちはみんな遠くまで働きに行っているんですよ。町民

に優しい町づくりというのは、町長はおっしゃっていませんでしたっけね、そういうことはね。
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高齢者に優しい町づくりをしたいというのが町長の思いでしょう。その思いで当選されたわけ

じゃないですか、町長。私も涙が出ますよ。 

 これで何不自由なくやってきたんですよ。これとこれ、何が違うんですか、情報の何が違う

んですか。毎月出したっていいじゃありませんか。そして、今月はこんなことをお願いしたい、

こんなことをやっていただいてありがとうございましたと、そういう日々の語りかけるという

ことが、先ほどもほかの議員がおっしゃいましたよね、大切なんじゃありませんか。それが生

きた政治というんじゃありませんか。 

 まあ1,350万円の公費も使うような町ですから、わからないわけじゃありませんけれどもね。

簡単なことじゃありませんか。ぜひ町長、やっていただきたいと思うんですが、いかがですか、

町長。 

○議長（中村俊六郎君） 石田町長。 

○町長（石田義 君） ごみカレンダーにつきまして、改善の目的で出したものが、逆に町民

の皆さんにわかりにくいというご指摘でございますが、議員さんのそういったご経験といいま

すか、ご活動の中でご意見をいただきましたので、検討させていただきます。 

○３番（石井芳清君） つくるなら、これよりももっといいものを使ってください。お願いい

たします。 

 次に移ります。 

 リサイクル補助ですけれども、これは新年度からなくす動きがあったというふうに伺ってお

ります。これも先ほどずっと申し上げておりますけれども、町民の皆さんはこれだけ努力をし

ているんです。さらにふやしたっていいじゃありませんか。もっとたくさんの、ごみの抑制化

という中で資源化をしていただく、生ごみにしたってもっといろんな方法があります。どこが

できるかは別にして、新しいエネルギーの方法だってあります。それから、懸案の草木、それ

からモクと言われていますけれども、いわゆる海岸の生ごみですよね、こうした処理、たくさ

んの課題があるじゃないですか。町だけで解決できるんですか、できないじゃありませんか。 

 そうしたものも含めて、協力をいただくという中で、今般1,000万円を超える減額が起きた

わけでしょう。事務については問題がありますけれども、結果、自治体は町民の皆さんの努力

ですよ。それをどう評価するかというのが、町行政の大切な役割じゃありませんか。これちょ

っと、これでとめておきますけれども、きちんとその辺は理解をして対応とっていただきたい

と思います。 

 それから、資料の保管等については、今後に移りたいと思います。 
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 最後に、交流事業についてでありますけれども、２月の広報にも細かく報道されておりまし

たけれども、１点、町民からも出ておりますけれども、こうした事業、じゃどれほどお金がか

かっているのかということなんですよ、町民の皆さんは。大変華々しく報道されておりますよ

ね、歓迎レセプション、それから学校での交流。 

 これにかかった経費について伺いたいと思います。 

○議長（中村俊六郎君） 田邉産業観光課長。 

○産業観光課長（田邉義博君） 先だってのバルカサール市長ご来町のときですが、歓迎レセ

プションにつきましては、ご参加の皆様に費用のご負担をいただきました。また、通訳は在京

メキシコ大使館のお取り計らいにより、無料でお願いができました。また、宿泊については千

葉工業大学の御宿研修所を安価でご提供いただくなどで、記念品の姉妹都市協定書のレプリカ

の作成費を含めた３泊４日の総額で35万8,408円でございました。 

 以上です。 

○議長（中村俊六郎君） 渡辺教育課長。 

○教育課長（渡辺晴久君） 学校では、中学校、御宿小学校、布施小学校に来校していただい

たところですが、小学校のほうで給食等を食べていただいて交流をしましたが、経費について

は特にかかっておりません。 

○３番（石井芳清君） そういうことですよね。もう時間がなくなりましたので、細かい質問

は避けますが、今後の野沢温泉村の交流も含めまして、民間を主体として、やはり身の丈に合

った持続できる事業、そうしたものを私は基本にすべきだと思います。 

 特に、今回の市長を招いた事業、これはやはりそうしたご協力いただいた方々の感謝も含め

まして、そのことをきちんと広報するべきじゃありませんか、してありますか。私はしていな

かったように思うんですね。事業が幾らだったと、これこれこういう方のこういう賛同、ご協

力をいただいて、この事業をなし遂げられましたと、感謝申し上げますというんですか、そち

らからの提言といったら。 

 その感謝の気持ちが大事なんじゃないですか、町長、いかがですか、この辺はどうしていま

すか。それとも、これは大変なお金がかかっているわけですか。そうじゃないでしょう。そう

いう方々に対する、町として公式の場で表明すべきだと思うんですね、例えば広報で。本当な

らば、２月の中でそういうのを一言載せるべきだったと私は思うんです、私が見落としたのか

もわかりませんけれども。 

○議長（中村俊六郎君） 石田町長。 
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○町長（石田義 君） ご指摘、ごもっともでございますので、関係機関には、お世話になっ

た皆様方にはそのような意思を申し述べておりますが、町民の皆様に広報していこうと思いま

す。よろしくお願いします。 

○３番（石井芳清君） 以上で質問を終わりにします。ありがとうございました。 

○議長（中村俊六郎君） 以上で、３番、石井芳清君の一般質問を終了します。 

 ここで10分間休憩します。 

（午後 ２時００分） 

 ───────────────────────────────────────────────── 

○議長（中村俊六郎君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

（午後 ２時１５分） 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第１号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（中村俊六郎君） 日程第２、議案第１号 固定資産評価審査委員会委員の選任につい

てを議題といたします。 

 石田町長より議案の説明を求めます。 

 石田町長。 

○町長（石田義 君） 議案第１号 固定資産評価審査委員会委員の選任について、提案理由

を申し上げます。 

 本案は、３月末で任期満了となります固定資産評価審査委員会委員の河﨑修政氏を再任いた

したく、地方税法第423条第３項の規定により、議会の同意を求めるものです。 

 同氏の略歴につきましては、資料として添付してございますので、ご同意くださいますよう

お願いを申し上げます。 

○議長（中村俊六郎君） これより質疑に入ります。 

 ３番、石井芳清君。 

○３番（石井芳清君） ３番、石井です。 

 固定資産評価審査委員会委員の選任についてでありますが、この固定資産評価審査委員会と

いうのはどのような仕事を目的としておるのか、定員は何名おるのか。 

 それから、標準的にはどの程度、年間、会議が開催されるのか、直近の議案としてはどのよ

うなものだったのかについて伺いたいと思います。 

○議長（中村俊六郎君） 埋田税務住民課長。 
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○税務住民課長（埋田禎久君） それではお答え申し上げます。 

 固定資産評価審査委員会とは、固定資産課税台帳に登録された価格について、市町村長から

独立した第３者機関として、中立的な立場で価格の審査、決定をするための委員会でございま

す。 

 地方税法の中で設置が定められておりまして、具体的には、固定資産課税台帳に登録された

価格について不服がある場合になされる審査の申し出について、この申し出を審査決定するた

めに市町村に設置する委員会であります。 

 委員の定数は、地方税法第423条第２項で３名以上とし、条例で定めることとされており、

御宿町税条例第78条に３名と規定されております。 

 年間の会議の回数ですが、審査の申し出がない場合は年間１回となっております。直近では

昨年の４月に会議を行いました。 

 以上です。 

○議長（中村俊六郎君） ３番、石井芳清君。 

○３番（石井芳清君） ３番、石井です。 

 この固定資産評価審査委員会委員でありますが、先ほど課長から仕事の内容について説明を

受けたわけでありますが、この委員というのは特別な資格は必要なのでありましょうか。この

選任にあたってどういうことを理由にされたのかも含めまして、説明を求めたいと思います。 

○議長（中村俊六郎君） 埋田税務住民課長。 

○税務住民課長（埋田禎久君） この委員につきましては、当該市町村の住民、市町村税の納

税義務がある者、または固定資産の評価について学識経験を有する者のうちから、議会の同意

を得て市町村長が選任することとされております。 

 今回の選任事由につきましては、住民であること、それと納税義務があることでございます。 

○議長（中村俊六郎君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村俊六郎君） 質疑なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 この採決は挙手によって行います。 

 議案第１号に賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（中村俊六郎君） 全員の挙手です。 
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 よって、議案第１号は原案のとおり同意することに決しました。 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第２号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（中村俊六郎君） 日程第３、議案第２号 専決処分の承認を求めることについてを議

題といたします。 

 大竹企画財政課長より議案の説明を求めます。 

 大竹企画財政課長。 

○企画財政課長（大竹伸弘君） それでは、議案第２号 専決処分の承認を求めることについ

て、ご説明をさせていただきます。 

 専決第１号につきましては、平成25年度御宿町一般会計補正予算第６号でございます。 

 本補正予算につきましては、平成26年２月14日から15日にかけての大雪及び大雨並びに強風

に伴い発生した災害の復旧事業費について、緊急を要するため、地方自治法第179条第１項の

規定により専決処分をしたものでございます。 

 予算書の１ページをお開きください。 

 第１条でございますが、歳入歳出それぞれ590万円を追加し、補正後の予算総額を31億9,081

万円とするものでございます。 

 それでは、内容につきまして、予算書の事項別明細に沿ってご説明をさせていただきます。 

 ４ページをお開きいただきたいと思います。 

 初めに、歳入予算ですが、19款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１節繰越金の590万円で

すが、平成24年度からの純繰越金を追加し、収支の均衡を図りました。 

 ５ページをお開きいただきたいと思います。 

 歳出予算でございますが、10款災害復旧費、１項公共土木災害復旧費、１目土木施設災害復

旧費の90万円ですが、町道0105号線を初め町道４路線について、倒木または土砂の流入等によ

り交通不良が生じたため、早急に復旧する必要があったことから、所要額を追加したものでご

ざいます。 

 ３項その他公共施設災害復旧費、１目町有財産災害復旧費の500万円ですが、御宿台の町有

地４カ所について、所有地の樹木が民地に倒れるなど被害を与えていたため、早急に復旧する

必要があったことから、所要額を追加したものでございます。 

 以上、歳出予算といたしまして590万円を追加しております。 

 よろしくお願いいたします。 
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○議長（中村俊六郎君） これより質疑に入ります。 

 ３番、石井芳清君。 

○３番（石井芳清君） 専決処分ということでありますが、１点お伺いをしたいのは、御宿台

についてであります。 

 民家の近くで倒木があったということでありますが、先般はその説明資料も拝見させていた

だいたところでありますけれども、これはたしか民有地、住民の皆さんが使っている土地、購

入した土地の際まで緑地があるというようなことで、なかなか公的に管理がしづらいというこ

とがこの間あったわけでありますけれども、その周辺のいわゆる土手と申しましょうか傾斜の

部分については、枝の伐採等、この間何度かやってきたというふうに私は理解しているわけで

ありますけれども、今般の雪害との関連はどのようになっているのかについて説明を受けたい

と思います。 

○議長（中村俊六郎君） 大竹企画財政課長。 

○企画財政課長（大竹伸弘君） 今回の災害につきましては、建物そのものに対する被害とい

うのは幸いに発生をいたしませんでした。ただし、民地にありますフェンスについて１カ所、

倒壊をさせたという被害が発生しておるような状況でございます。 

 今回の被害に関しましては、これまで樹木の伐採等も行ってまいりましたが、そちらの箇所

も実際にはございます。ただ、今回の大雪と大雨、強風という、ちょっと記録的な状況でござ

いましたので、今回につきましてはかなり大きな樹木が倒壊をしておるというような状況にご

ざいます。 

○議長（中村俊六郎君） ３番、石井芳清君。 

○３番（石井芳清君） 確かに木が生えているところは御宿台の中では、いわゆる公的には緑

地ということで管理上はよろしいかと思います。それから、主なところは私は、緑地のような

ものの所有者は御宿町、ですからこういう予算措置ということなんだろうと思いますけれども、

そうしますと、先ほど私一般質問でも申し上げましたけれども、これからいわゆる里山の適正

な管理が必要ではないかということを申し上げたわけであります。 

 この持ち主は町でありますので、町がやはりそうしたものをきちんと方針として町民に管理

方法として示すということは必要なことであろうというふうに理解するわけでありますけれど

も、抜本的なそういう対策、それから環境の保全、緑地としての保全も当然でありますけれど

も、その辺のところの整合性を含めまして、この問題はこれからどう対応されていくのかにつ

いて伺いたいと思います。 
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○議長（中村俊六郎君） 大竹企画財政課長。 

○企画財政課長（大竹伸弘君） 宅地裏ののり面については、現在、管理通路がなく、機械作

業ができないような箇所も実際には存在しております。これまでも、過去の状況ですとか経緯

などを踏まえまして、また西武プロパティーズさんとも協議をさせていただきながら、手法に

ついて検討してまいりたいと考えております。 

○議長（中村俊六郎君） ３番、石井芳清君。 

○３番（石井芳清君） そういう森林の管理ということ、直接的なことはあるんですよ。そう

すると、森林そのものの管理というのはただ生やしておく、緑地だからそういうことになるの

かもわかりませんけれども、それでよろしいわけですか。 

 あなたがおっしゃるのは、簡単に言いますと住宅地との境界のことですよね。私は、全体の

町有地の緑地の管理そのものについては、自然のまま、そのまま管理をすると。治山とかそう

いうことは全くないと、治山というのは山野もあるから入るのかもわかりませんけれども、ど

ういうふうな位置づけになるんですか。一般の町民の皆さんが管理している山林とは違うわけ

ですか、同じわけですかということなんですが。 

（発言する者なし） 

○議長（中村俊六郎君） ３番、石井芳清君。 

○３番（石井芳清君） 大事な問題ですね。今結論が出なければ、その辺はちゃんと協議をし

てというか、勉強といいましょうか、上部機関もありますので、どのように適正な管理が必要

なのか、必要でないかも含めて、今後対応をとっていただきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（中村俊六郎君） 11番、貝塚嘉 君。 

○１１番（貝塚嘉 君） 11番。 

 これは御宿台の２カ所とお聞きしましたけれども、実は１カ所、私の知り合いの住宅のすぐ

そばなんですね。住宅には被害はなかったんですけれども、大きな木が２本倒れておりまして、

その隣にまだ２本、杉の木でこのぐらい大きな木があったり、雑木で同じぐらいの、それが倒

れたために、よく見ると、その杉の木、またその雑木も今度はそれが倒れたときには家にもろ

にかぶさってくる状況のところなんです。 

 ですから、仮に今、倒木を伐採して処理したとしても、残った部分において、非常に倒れや

すい状況があるんじゃないかなと、私は素人なりに見た目ですよ、ですからその辺の処置につ

いて、現場を見て感じたか、あるいはそういう危険性があるんだったら、今ついでにそういっ
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た木を切ってしまうか何かという方法を、感じたか感じないか。また、もしそうであれば、新

たにやるとか何か、この災害では間に合わなければということがあるんですけれども、その辺

どうでしょうか。 

○議長（中村俊六郎君） 大竹企画財政課長。 

○企画財政課長（大竹伸弘君） 現地をお教えいただきまして、確認をさせていただいて、対

応させていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（中村俊六郎君） ５番、 井茂夫君。 

○５番（ 井茂夫君） ５番、 井です。 

 今、貝塚議員とちょっと似通っていることなんですけれども、要は伐採する基準というか、

誰が選択してそれを切るか。今言った話もそうなんですけれども、町民にとって直接的に倒木

によって影響するんですから、やっぱり町民の方に声をかけてもらいたいなというのが一番あ

るんです。 

 それは、実は直接的にもうこの先倒れそうな木がある、実際倒れたものは当然誰が見ても倒

木処理していただきたいんですけれども、明らかに次回すぐ倒れそうだというものは、その現

場でないとわからないというか、実際私も聞いています。後から個人的なことを言ってはここ

ではあれですから、そういうことは、いや直接、議員が町のほうに要望したらどうなのかとい

うことは言っていましたので、今後そういうものは積極的にやってもらいたいのが１点。 

 もう１点は、ああいう場所はよく手入れしているんですか、あるところはきれいに斜面上を

切っているところは、今回、倒木していないんですよ、御宿台、そういうところがあるんです

けれども。だから、事前策として、そういうらしきところは今後あり得るということで、家屋

に影響しない形で、影響するような木だったらもう処理していったほうが被害が出ないんじゃ

ないかなと私は思います。 

 その辺は、あなた先ほど西武プロパティーズと言ったですけれども、自治会が関与していま

すので、むしろこれは西武プロパティーズよりも自治会のほうに話してもらったほうがよろし

いのかなと、そう思いますので、ひとつよろしくお願いします。 

○議長（中村俊六郎君） 大竹企画財政課長。 

○企画財政課長（大竹伸弘君） 対応させていただきたいと思います。 

○議長（中村俊六郎君） ９番、瀧口義雄君。 

○９番（瀧口義雄君） これは災害ということで専決ということで、ほかの予算は一般会計に

回したということで了解しておりますけれども、１点あるのは、停電が起こりましたよね。そ
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れと、その後も電線が絡んでいた、なかなか処理できなかった、東電も忙しいという中で、２

地区、西林寺と勝浦へ抜ける七本、実谷地区のあれを、東電とＮＴＴも関係するんでしょうけ

れども、協議して、あの地区だけは地下埋設ということの協議をしておかないと、今後あそこ

を全部更地にするわけにいかないでしょうから、その辺のことを総務課長、どうですか。 

○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） 地下埋設について、例えば東電も駅前とかそういうことできたこ

とがあります。ただ、市街地を抜いて郊外でやるか、やらないかというのは、考えもありまし

ょうけれども、一応考え方について問い合わせてみたいと思います。 

○議長（中村俊六郎君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村俊六郎君） 質疑なしと認めます。 

 本案につきましては、討論を省略して採決いたします。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村俊六郎君） 異議なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 この採決は挙手によって行います。 

 議案第２号に賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（中村俊六郎君） 全員の挙手です。 

 よって、議案第２号は原案のとおり可決することに決しました。 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第３号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（中村俊六郎君） 日程第４、議案第３号 御宿町企業誘致及び雇用促進に関する条例

の制定についてを議題といたします。 

 田邉産業観光課長より議案の説明を求めます。 

 田邉産業観光課長。 

○産業観光課長（田邉義博君） 議案第３号 御宿町企業誘致及び雇用促進に関する条例の制

定について、ご説明いたします。 

 条例制定の背景といたしまして、千葉県が行っておりますアクアラインの通行料金値下げの
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社会実験や圏央道の延伸により、夷隅地域への企業立地の可能性が高まってまいりました。 

 つきましては、企業進出のための優遇措置を講じ、企業立地を推進し、町の産業振興と住民

の雇用機会の拡大を図ることを目的に、条例制定をお願いするものでございます。 

 それでは、条文に沿ってご説明させていただきます。 

 第１条は、目的を規定しております。先ほど申しましたとおり、優遇措置により企業誘致を

推進し、地域経済の振興を図ることを目的としております。 

 第２条は、対象事業者を定めるものでございます。対象は４ページの別表に掲げております

製造業、学術・開発研究機関、宿泊業、運輸業、情報サービス業で、次の要件の全てに該当す

るものを対象事業者といたします。 

 １号として、直接事業の用に供する土地、家屋、償却資産の取得価格の合計が１億円以上で

あること。中小企業では1,000万円以上であること。 

 ２号として、新規雇用者が５人以上であること。中小企業と宿泊業では２人以上であること。 

 ３号といたしまして、公害防止措置が講じられていること。 

 この３要件を満たすものを対象としております。 

 第２項は、暴力団員や暴力団員でなくなった日から５年を経過していない者や、これらの者、

もしくは暴力団と密接な関係を有する者は対象としない旨の規定です。 

 第３条は、対象事業者の特例を定めたもので、第２条第１項第１号、２号の特例でございま

す。具体的には、投下固定資産の額が１億円、中小企業においては1,000万円未満の事業であ

っても、新規常用雇用が５人以上であるときは対象事業者とする旨の規定でございます。 

 第４条は、奨励等の措置としての優遇制度を規定しております。 

 １号として立地奨励金、２号として雇用促進奨励金、３号として便宜の供与を定めておりま

す。 

 第３条の規定に基づく特例事業者には、立地奨励金の適用はありません。また、便宜供与は、

土地の取得や関係者の紹介など立地企業の立場に立って相談を受けたり、連絡調整を図ること

を想定しています。 

 第５条から第７条は、各優遇制度の交付基準でございます。 

 第５条は、立地奨励金の基準で、当該事業者に賦課される固定資産税相当額を限度に、５年

間奨励金を交付する旨を定めております。 

 第２項は、５年間の起算日の規定です。 

 第３項は、本町の公租公課に滞納がある場合、交付を行わない旨、規定しております。 
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 第６条は、雇用促進奨励金の基準で、新規に御宿町の住民を１年以上雇用した場合、1,000

万円を限度に、雇用者１人につき10万円を１回に限り交付する旨の規定でございます。 

 第２項は、交付日と、１回限りの交付を規定しております。 

 第３項は、立地奨励金と同様、公租公課の滞納者の取り扱いの規定です。 

 第７条は、先ほど申し上げましたとおり、用地取得のあっせんなど、事業者に対して便宜供

与ができる旨の規定です。 

 第８条、第９条は、交付申請の関係で、対象事業者は申請の義務を負い、町は審査により諸

条件に合致する場合は交付対象として指定を行い、申請者に通知する旨、申請事項に変更が生

じた場合の町長への届け出を義務づけております。 

 第10条は、奨励金の返還などを定めるもので、欠格を初め、事業の休廃止、不正な手段によ

り交付を受けた奨励金の一部または全部を返還させる旨の規定です。 

 第11条は、対象事業者に合併、譲渡、相続などで変更が生じた場合、事業を承継する者に引

き続き奨励金の交付などを行うことができる旨を規定するものです。 

 第12条は、本事業を適正に運用するための調査権を担保するものです。 

 第13条は、本条例の運用に関しての重要事項の調査審議を行うための機関として、審査会を

設置する旨の規定でございます。対象事業者の指定の決定、取り消し及び本条例の運用に関す

ることをご協議いただきたいと考えております。 

 第14条は、規則への委任規定です。 

 なお、施行期日は、公布の日とさせていただきます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（中村俊六郎君） これより質疑に入ります。 

 ３番、石井芳清君。 

○３番（石井芳清君） ３番、石井です。 

 この条例の施行は公布の日からとするということでありますが、一般的には議決を受けてか

ら何日以内ということなのかなというふうに理解をしておりますが、そうしますと、今３月議

会でございますので、当然こうした施策内容が新年度予算に反映してくるということであろう

と思いますが、それはどのようになっているのかについて説明を求めたいと思います。 

○議長（中村俊六郎君） 田邉産業観光課長。 

○産業観光課長（田邉義博君） 第５条第２項でございますが、こちらに起算日を規定してお

りまして、事業を開始した日の属する年の翌年の４月１日から起算して５年間ということでご
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ざいますので、今、条例が施行されまして、例えば３月25日ごろに誰か設立したということに

なりましても、翌年の４月１日から起算して５年ということになりますので、27年４月からの

施行になりますので、新年度予算への計上はございません。 

○議長（中村俊六郎君） ほかに。 

 ５番、 井茂夫君。 

○５番（ 井茂夫君） この条例内容については、産建と総務で話してきたわけですけれども、

私はこの企業誘致、雇用促進に関する条例の制定については、どうも近隣の市町村が同じよう

な条例を既に条例としてやっているわけですけれども、この条例の成果が上がっていないとい

うことをお聞きしております。 

 今、私は、差し迫って近隣と同じ趣旨の条例を、ややハードルを下げた内容ではありますけ

れども、この条例を急いでつくらなければならない理由があるのか。 

 今マスコミ報道によると、アベノミクス効果で円安で輸出産業が相当黒字を出している。で

も、その企業は国内に企業を拡張するとか何かは、やっぱり競争力が日本では足らないという

ことで、これからも東南アジアに企業誘致するということを新聞報道、マスコミ報道でそう言

っているわけです。にもかかわらず、近隣の市町村と同じ条例で、果たしてこの条例が生きた

条例としてなるのかと考えたときに、私は効果が薄く、単なる絵に描いた餅のような条例にな

るんじゃないかと危惧しております。 

 私は、この条例をつくるにあたって、町の育成、定住化とか若者雇用を担っている条例だと、

重要な条例だと私は感じております。したがって、この条例を今まだつくらなくても、せっか

くこれだけつくろうという意思になってきて、各界各層というんですか、特に若者の意見を聞

いて、またさらにはこの分野の専門家もいらっしゃるわけですよ。こういう専門家と意見を闘

わせて、私は御宿町にふさわしい実効性のある条例をつくってほしいなと。また、それが１年、

２年かかってもいいと思うんです。今までにいろいろ定住化対策、いろんな形でやっています

けれども、それに沿った形での企業誘致という形で、この町が考えていくのがベストだと思っ

ています。 

 土地もそうあるわけじゃないです。町有地といっても、それはかなうかどうかわからないで

すけれども、この町独特の企業というのはどうしても個人個人が、１人でも企業家になれます

ので、そういう育成を中心にしていったほうがこの町にふさわしく、子育てもできるしいろん

なボランティアにも参加していただけるし、大きな会社はどうしてもここには来ないと私は見

ていますので、委員会なり協議会なりつくって、真剣になってそういう意欲のある方を集めて、
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この条例を本当にふさわしいものをつくっていくべきだと私は考えております。これでは余り

にもおもしろくない条例ですよ。 

 以上です。 

○議長（中村俊六郎君） 田邉産業観光課長。 

○産業観光課長（田邉義博君） 企業誘致に関しまして、本町では現在、優遇措置を持ってお

りません。おっしゃるとおり、近隣にはこのような条例がございます。他市町村と同じレベル

の競争条件を整えさせていただきたいということと、このような市町村の条例がございますと、

県の企業誘致の優遇制度も利用できる場合がございます。 

 また、おっしゃるとおり、私どもの町には工業団地等ございませんので、そんな大規模な製

造業などは来ないと、おっしゃるとおりでございます。 

 ただ、中小企業のほうのハードルを、議員の皆さんのご意見をいただきまして、大分下げさ

せていただきました。日本の中小企業は約430万社あると言われていまして、企業数の99.7％

だそうです。雇用の７割を占めておりますが、一般的に大企業に比べて組織の点ですとか財政

基盤が脆弱だと言われております。また、こういう中小企業が活躍できるフィールドを御宿に

しっかりと確保していただいて、町の経済の発展と雇用、定住化の促進にも寄与ができればよ

ろしいかなということで条例制定をお願いしていますので、ご理解のほどよろしくお願いしま

す。 

○議長（中村俊六郎君） ５番、 井茂夫君。 

○５番（ 井茂夫君） あなたの言っていることもわかります。 

 しかし、中小企業にあって1,000万円以上の固定資産を投下するというのは、実質的に何千

万円投下するかわかりますか。１企業がやるときに、これは資本額が、固定資産が1,000万円

といったら評価なんていうのは例えば2,000万円ぐらいのものを持っていないと、1,000万円の

評価をしないでしょう。2,000万円投下したから2,000万円評価してくれるなんてことはないわ

けですよ。初期の段階から、2,000万円のお金を持っている人はいますか。 

 大体、それは子会社か何かが、大手の会社が御宿町に企業をつくるという状態では1,000万

円も2,000万円も金出しますよ。ところが、それはやっぱり企業分離してもいい話ですから、

それはできますよ。 

 だけど、これが新規の、本当にやろうという人間がその金を出してやれるところはないと私

は思います。あるんだったらあるという形でいいんでしょうけれども、だからもっと考えて、

今回つくらなくてもいいじゃないですか。今までさんざんつくらなかったんで、御宿町は、公
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営企業はだめだとかいろいろ言っているわけですよ。大体、御宿町にこれをつくる、こういう

条例内容でつくっても来ないと私は思いますよ。来る来ないということでは、ちょっと私もそ

んな議論になっちゃって、そんなのはだめなんですけれどもね。 

 まあ1,000万円だって、企業は本当にかなり大変なんですよ。今、みんなで海外シフトして

いる。それを今、御宿町につくれといったって無理なんです。それはやがては、仮につくった

としてもほとんど来ないんじゃないですか。これはできたら、今ここで公言しておきたいと思

いますよ、私は、と思っています。 

 私は、今、御宿町にふさわしいという言葉を単なる枕詞で言ったかもしれませんけれども、

空き家を使う。空き家がどんどん余っているから空き家を使う。それで、町有財産があるんで

すから、現実に六軒町もそうやっているって、私は極端なことを言いますよ。もう若者が来て

くれるというんなら、その町有地を住宅用地としてただであげるよと、住んでくださいよと、

今の町有地であれば固定資産税は余り入らないんですよ。だから、少なくともその減免措置、

今すぐできるということであれば、固定資産税を10年間まけます、10年間というのはその土地

をあげますよというぐらいの、その町有地の有効活用をすればお金は１銭もかからない、まあ

この条例もかからないんでしょうけれども、そういう魅力を持ってこの町に来てくれる方は多

分そのほうがいるんじゃないかなと。そうすると、いろいろな問題、空き家対策もできる、町

有地だって本来はそこで住んでくれれば消費もある、いいことだらけだと思うんですけれども、

そういう発想に今度は変えていかないと、この町は盛んにならないんじゃないかなという危惧

をしております。私はそういう意見です。 

 以上です。 

○議長（中村俊六郎君） 田邉産業観光課長。 

○産業観光課長（田邉義博君） 投下固定資産の1,000万円のお話でございますが、一般的に

土地を取得して何らかの建物を建てますと、1,000万円以上の評価になってしまいますので、

なかなか手を出さないというのは、賃貸等の方は別といたしまして、実際こちらにいらっしゃ

って起業しようとする方には決して高いハードルではないと認識しております。 

 また、公共施設などを企業にお貸しするというお話でございますが、その点も可能性がない

ではないと思いますが、別に検討する機関がございますので、そちらのほうで検討させていた

だきたいと思います。 

○議長（中村俊六郎君） ５番、 井茂夫君。 

○５番（ 井茂夫君） そういう形でいいのなら、一線の並びでつくるべき条例ではないと思
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っているんですよ。さんざん、いすみ市も何もやって、前からずっとやっていて、来た企業は

幾社もないんですよ。大多喜町だってこの条例を、あそこは過疎化という形で言われている中

で、大分早くからこの条例をつくっているんです。それで、いつか増田製作所にも行ったと思

うんですけれども、企業が来てくれた。 

 御宿町はああいう企業は、ある面では必要としなかったのかもしれませんよね、騒音がある

程度ありますから。でも、そういう森の中に囲まれた工場を誘致してきたんです。それは、御

宿町は観光産業で生きようという宣言をしていましたので、水産加工だってやめていったし、

そういういろんな、環境美化も含めた観光産業を伸ばそうということがあったわけですけれど

も、でもこれだけ冷えていて、アベノミクスが都内では、輸出産業はいいといっても、景気が

上向いたなんてことは全然この辺では実感は持てません。 

 なおかつ、こんなものをつくるというのは賛成できかねて、私は、地元にある資源を極力生

かして、そういう誰もが来たいと思うような条例づくりをして、そこでいろいろ産業を生んで

いってもらうようなほうが実態に合うんじゃないかという思いがありまして、盛んにそれを言

っているわけですけれども、これ以上私も言ってもいたし方ないですから、これで一応私の思

いという意味で言わせていただきました。 

 以上です。 

○議長（中村俊六郎君） 田邉産業観光課長。 

○産業観光課長（田邉義博君） すぐ来るかどうかということは別といたしまして、私どもは、

これを制定させていただけましたら、あらゆる機会に宣伝をして、来ていただけるように努力

をしたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（中村俊六郎君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村俊六郎君） 質疑なしと認めます。 

 本案につきましては、討論を省略して採決いたします。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村俊六郎君） 異議なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 この採決は挙手によって行います。 

 議案第３号に賛成の方は挙手願います。 
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（挙手多数） 

○議長（中村俊六郎君） 挙手多数です。 

 よって、議案第３号は原案のとおり可決することに決しました。 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第４号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（中村俊六郎君） 日程第５、議案第４号 御宿町教育振興基金条例の制定についてを

議題といたします。 

 渡辺教育課長より議案の説明を求めます。 

 渡辺教育課長。 

○教育課長（渡辺晴久君） それでは、議案第４号 御宿町教育振興基金条例の制定について

の説明をいたします。 

 この条例案は、教育の振興や将来を担う子供たちの人材育成のための財源を蓄えるため、基

金条例を制定するものです。 

 財源につきましては、旧御宿高校の活用に伴う平成25年度の歳入を活用してまいりたいと考

えております。 

 基金を充てる事業といたしましては、現在、新たな奨学金制度を検討しておりますが、教育

民生委員会で説明させていただいた際には、活用しやすく夢のある制度をとのご意見をいただ

いておりますので、そういったことを踏まえた中で、教育委員会や議会の皆さんのご意見をい

ただきながら、検討を進めてまいりたいと考えております。 

 それでは、条例案の内容について第１条から説明いたします。 

 第１条は、条例の設置目的について規定したものでございます。 

 第２条は、基金の積み立てる額について、予算に定める額とするものでございます。 

 第３条は、基金管理について、確実かつ有利な方法で管理する旨の事務規定を設けたもので

ございます。 

 第４条は、基金の運用益に関することで、運用益は一旦一般会計に計上し、基金に編入する

こととしております。 

 第５条は、基金の処分に関することで、基金目的を達成するための必要経費に充当する場合

に限り、処分ができることとしております。 

 第６条は、規則等への委任について規定したものでございます。 

 附則につきましては、条例施行日を公布の日からと規定いたしました。 
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 以上で説明を終わります。 

○議長（中村俊六郎君） これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村俊六郎君） 質疑なしと認めます。 

 本案につきましては、討論を省略して採決いたします。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村俊六郎君） 異議なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 この採決は挙手によって行います。 

 議案第４号に賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（中村俊六郎君） 全員の挙手です。 

 よって、議案第４号は原案のとおり可決することに決しました。 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第５号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（中村俊六郎君） 日程第６、議案第５号 一般職の職員の給与等に関する条例の一部

を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 木原総務課長より議案の説明を求めます。 

 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） 議案第５号 一般職の職員の給与等に関する条例の一部を改正す

る条例について、ご説明いたします。 

 新旧対照表をご覧いただきたいと思います。 

 現在、55歳を超える職員につきましては、標準の勤務成績で２号給昇給いたしますが、平成

24年８月に人事院勧告の中で、55歳を超える職員は標準の勤務成績では昇給を停止する改正を

いたしました。 

 これを受けまして、県の人事委員会も平成24年10月に、国に準じまして、55歳を超える職員

は標準の勤務成績では昇給しないことになりましたが、当該職員の平均給与が低下傾向にある

ことや、平成24年度は職員の給与が民間給与を下回っていること、千葉県の昇給制度の運用が

国とは異なっていること等に鑑みまして、当分の間の措置として、標準の勤務成績であっても
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１号給の昇給ができることといたしました。 

 その後、国は実施いたしましたが、県では平成25年12月に条例改正を行いまして、26年４月

からの施行になっております。 

 御宿町といたしましても、今回、議会に上程し、26年４月１日から施行したいと考えており

ます。 

 内容につきましては、千葉県人事委員会に準じまして、55歳を超える職員は、当分の間は標

準の勤務成績であっても１号給の昇給ができるよう、条例改正をお願いするものでございます。 

 なお、対象の職員は26年度では８名の職員となります。また、その影響額は８名、合計で15

万7,000円と見込んでおります。 

 また、12月議会におきまして、一般職の任期付職員の採用等に関する条例を制定した際に、

一般職の職員の給与等に関する条例の一部を改正して、給料表に任期付職員の給料表をつけ加

えさせていただきました。そのときの任期付職員の給料表は、千葉県人事委員勧告前の金額で

ございましたが、県に確認いたしましたところ、任期付職員の若い世代の職員についても勧告

の影響を受けることとなるため、今回、県に準じまして改正をお願いするものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（中村俊六郎君） これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村俊六郎君） 質疑なしと認めます。 

 本案につきましては、討論を省略して採決いたします。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村俊六郎君） 異議なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 この採決は挙手によって行います。 

 議案第５号に賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（中村俊六郎君） 全員の挙手です。 

 よって、議案第５号は原案のとおり可決することに決しました。 

（「休憩」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村俊六郎君） では、10分間休憩します。 
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（午後 ３時００分） 

 ───────────────────────────────────────────────── 

○議長（中村俊六郎君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

（午後 ３時１５分） 

 ──────────────────────────────────────────────── 

◎議案第６号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（中村俊六郎君） 日程第７、議案第６号 御宿町社会教育委員の定数等に関する条例

の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 渡辺教育課長より議案の説明を求めます。 

 渡辺教育課長。 

○教育課長（渡辺晴久君） それでは、議案第６号 御宿町社会教育委員の定数等に関する条

例の一部を改正する条例について、説明いたします。 

 本案につきましては、昨年６月に公布されました地域の自主性及び自立性を高めるための改

革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律により、社会教育法の一部が改正され、こ

れまで法律で定めていた社会教育委員の委嘱の基準が削除されるとともに、これを条例で定め

ることとされました。 

 また、委嘱基準を条例で定める際には、文部科学省令で定める基準を参酌することとされて

いることから、文部科学省で定められた基準にのっとりまして、御宿町社会教育委員の定数等

に関する条例の一部を改正するものでございます。 

 なお、文部科学省で定めました参酌する委嘱基準は、これまで社会教育法で示されていた社

会教育委員の委嘱基準と同じ基準となっていることから、条例案につきましてもこれまでの法

で示されていた基準と同じ基準となっております。 

 それでは、改正内容について説明いたします。 

 新旧対照表をご覧ください。 

 まず、条例名の改正ですが、これまで社会教育法で定められていた基準を条例により定める

こととするため、条例名を御宿町社会教育委員の定数等に関する条例から、御宿町社会教育委

員の委嘱の基準に関する条例と改めるものです。 

 第１条は、条例の趣旨についてですが、根拠法令及び条例に定める事項を規定するものです。 

 第２条は、第１条において、御宿町社会教育委員を本条例では委員とすることと規定したた

め、御宿町社会教育を削るとともに、字句を改めるものです。 
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 第３条は、委嘱基準でございますが、委嘱の基準は文部科学省を参酌するとされております

ので、文部科学省令での基準、委員は学校教育及び社会教育の関係者、家族、家庭教育の向上

に資する活動を行う者並びに学識経験のある者から委嘱することとしておりますので、所要の

委嘱基準を第３条に新たに規定するものです。 

 また、第３条を設けたことにより、第４条以降の条をそれぞれ１条ずつ繰り下げております。 

 第６条は、引用条例の制定年と条例項を加えるものでございます。 

 附則といたしまして、平成26年４月１日から施行するといたしました。 

 以上で、御宿町社会教育委員の定数等に関する条例の一部を改正する条例についての説明を

終わります。 

○議長（中村俊六郎君） これより質疑に入ります。 

 ３番、石井芳清君。 

○３番（石井芳清君） ３番、石井です。 

 本条例案になりますが、地域の自主性を高めるという中での、法律から条例ということでの

字句の変更だと、一部改正だというご説明であったかというふうに思っておりますが、今、国

においては教育委員会のあり方についての議論がされているというふうに思うわけであります

が、もともと教育というのは政治からの独立ということが言われておるわけでありまして、確

かに地域の実情に合わせる、また運用については多分従前どおりであるというご説明であろう

かと思いますが、教育が政治からの独立というのをどう担保していくのかということは、教育

としては大事な課題であろうというふうに思うわけでありますが、これについての所感を求め

たいと思います。 

○議長（中村俊六郎君） 渡辺教育課長。 

○教育課長（渡辺晴久君） 教育の政治からの独立ということですが、地方教育行政につきま

しては、戦後65年間にわたりましてさまざまな制度改正を経ながら、政治的な中立性、また継

続性、安定性の確保、それから地域住民の意向の反映を趣旨とする教育委員会制度を基盤とし

てまいりました。 

 しかし、教育行政に関しましては、権限と責任の所在が不明確であることなどの問題点が指

摘されており、各方面でさまざまな議論や問題点が提起されてきたところです。 

 また、いじめ事案等への対応を巡っては、これまでの問題に加え、特に児童生徒の生命、身

体や教育を受ける権利を脅かすような重大な事態が起こった際の、学校、教育委員会、また首

長、さらには国の対応のあり方についてさまざまな指摘がされてきております。 
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 このような課題について、国の教育再生実行会議にて議論がされ、教育委員会改革について

中央教育審議会や与党間で検討がされてきているところです。 

 現在、この協議も最終段階に入っているようで、報道等では改革案について、これまで教育

委員会が任命していた教育長や教育委員長について、教育長と教育委員長を兼務する新たなポ

ストを設け、その任免については首長が行うものとすることや、首長が主催し、教育行政の方

向性を教育委員会と協議する会議を地方自治体へ義務づけるなどの案が検討され、本国会に改

正案が提出される見込みであると報じられております。 

 これまで、首長から独立した行政委員会として中立的な立場で教育行政を行っている教育委

員会について首長の権限が広がることになりますが、政治的な中立性の確保や継続性、安定性、

地域住民の意向の反映など、これまでの教育委員会の趣旨を尊重した中で議論されているもの

と理解、認識しております。 

○議長（中村俊六郎君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村俊六郎君） 質疑なしと認めます。 

 本案につきましては、討論を省略して採決いたします。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村俊六郎君） 異議なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 この採決は挙手によって行います。 

 議案第６号に賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（中村俊六郎君） 挙手多数です。 

 よって、議案第６号は原案のとおり可決することに決しました。 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◎議案第７号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（中村俊六郎君） 日程第８、議案第７号 御宿町行政改革大綱の策定についてを議題

といたします。 

 木原総務課長より議案の説明を求めます。 

 木原総務課長。 
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○総務課長（木原政吉君） 議案第７号 御宿町行政改革大綱の策定について、ご説明申し上

げます。 

 現在実施しております第６次町行政改革大綱は、目標年次が平成23年度から平成25年度まで

の３カ年で、本年３月をもって終了いたします。 

 平成26年度から始まります第７次町行政改革大綱につきましては、配付資料３のとおり、各

課課長補佐、班長クラスで構成いたしました幹事会や、各課長による本部会議で協議し、第６

次の行革大綱の検証のもとに、第７次行革大綱及び実施計画の素案を策定し、資料の４にござ

います町行政改革推進住民懇談会からのご意見やパブリックコメントの実施を経まして、案と

して策定いたしました。 

 なお、素案につきましては議員の皆様にもお配りし、これに対しますご意見を事前に求めた

ところでございます。 

 それでは、第７次町行政改革大綱案の概要についてご説明させていただきます。 

 まず、１ページ目でございますが、第７次町行政改革大綱策定の概要につきましてご説明い

たします。 

 策定にあたりですが、第６次行革大綱の検証結果をもとに、「笑顔と夢が膨らむまち」を目

標とした町総合計画の実現に向けて策定するもので、総合計画が示す町の人口推計や行政課題

を踏まえ、行政サービスの維持・向上を図るため、引き続き職員の資質向上や健全財政により

協働による町づくりを進めていくことなど、行政改革に取り組んでいくものとしております。 

 大綱の基本方針でございますが、基本的には第６次行政改革大綱の方針を継承するとともに、

少子高齢化の進展や東日本大震災を教訓とした防災対策の強化を踏まえた上で、「協働と連携

によるまちづくりの推進」、「効率的な行政運営の展開と職員の人材育成」、「健全財政運営

の推進」の３つの体系に分けて進めていくことといたしました。 

 ２ページをご覧いただきたいと思いますが、大綱の実施期間と進行管理でございますが、今

まで大綱及び実施計画の目標年次は３カ年でございましたが、今回の計画期間は、総合計画前

期アクションプランとあわせて行革に取り組んでいくため、平成26年度から29年度までの４年

間といたしまして、進行管理につきましては、実施計画をもとに１年ごとに進行状況を検証し、

毎年、行政改革推進住民懇談会にご報告し、ご意見をいただくこととなっております。 

 次に、第６次行革大綱の検証でございますが、第６次行革大綱で推進した施策の概要につき

ましては、それぞれ成果と課題について記述をいたしましたが、詳細につきましては資料の２

の第６次行政改革大綱実施計画検証に取りまとめてございます。 
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 説明については省略させていただきますが、実施計画の進捗状況に対する評価の達成状況を

ＡからＤまでの４段階で評価し、実績や効果額があらわせるものにつきましては表記いたしま

したが、住民懇談会からは今後この評価方法についてよりわかりやすく、また判断しやすいよ

うに、第７次から工夫していくようにというご意見をいただいております。第７次の検証から

は、他の自治体の事例等を参考に改善してまいりたいと考えております。 

 第７次行政改革大綱の３ページにお戻りいただきまして、第７次行革大綱の施策の概要につ

いては、体系ごとに５ページまでお示ししており、これに基づきます実施計画が資料１となっ

ております。 

 「協働と連携によるまちづくりの推進」につきましては、実施計画の１ページから２ページ

の20項目、「効率的な行政運営の展開と職員の人材育成」は、３ページの５項目、「健全財政

運営の推進」につきましては、４ページ、５ページの13項目、合計38項目について推進いたし

ていくこととしております。 

 なお、行政改革推進住民懇談会の６名の委員さんからは、大綱、実施計画に対するご意見、

提言が55件ございました。これについては、議会事務局のほうに事前に貸していただいてご覧

いただいております。 

 このご意見に対し、幹事会、法務会で再度検討協議し、必要なものについては修正、追加等

を実施し、再度住民懇談会で説明いたしまして了承いただいたものが、本日お配りした大綱と

なっております。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（中村俊六郎君） これより質疑に入ります。 

 ３番、石井芳清君。 

○３番（石井芳清君） ３番、石井です。 

 この第７次御宿町行政改革大綱でありますが、昨12月議会で私は指摘をいたしました。なぜ

この策定がおくれたかということですね。これは町長も陳謝いたしまして、早急に策定を行う

ということであったかと思います。 

 これは策定ということで、議決案件ということで出てきたわけでありますけれども、例えば

議決が終われば非常に簡単な話でありますけれども、きのう、今日とさまざまな行政課題、ま

た執行状況について議員から質疑があって、一般質問、ありましたよね。 

 そうした諸問題が全てクリアされて、行政サービスが滞りなく進んでいくのかということに

ついては、この中にどのように表現されているのでしょうか。 
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○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） 住民懇談会でもいろいろ、55項目にわたるご意見がございました。 

 総合計画で示した、また前期アクションプランで示したものは町の上位の計画でございまし

て、全てのものが入っている、それに基づいて行政を進めていくということでございます。 

 ですから、その意見の中でも総合計画でお答えすることと、今回つくった行革の中で３つの

ことを進めていくということでお示ししてありますが、それ以外のご意見も、ここに重なる部

分があるんですが、産業の振興とか個別のことについてはこの中ではなかなか進めない、含ま

れないという認識を事務方で説明しております。 

 石井議員のご質問で、これをやれば全てが、これに重なる部分がありますけれども、個別個

別のものについては、この中で、これができれば全て済むということではありませんが、職員

の資質とか健全財政も含まれていますので、重なる部分があって、これをやっぱりやっていか

ないと総合計画もうまくいかないという認識でおります。 

○議長（中村俊六郎君） ３番、石井芳清君。 

○３番（石井芳清君） ３番、石井です。 

 ここに書かれてあることは、１つは、まあ全てとは言いませんけれども、ほぼもっともな話

だというふうに思うんです。 

 しかし、これは第６次でもほとんど同じことが書かれていたかと思うんですよ。この中に新

しいことが何かあるんですか。ほとんどないように思うんですね。 

 例えば、「協働と連携によるまちづくりの推進」ということが、３ページの施策の第１項で

述べてございます。住民との協働と連携による町づくりを進めるためには、住民・地域団体・

事業者等に対し、施策の方向性について的確な情報提供を行い、理解を共有することが重要で

す。そのため、町政についてさらにわかりやすく伝えながら、多くの住民等が行政へ参画でき

るように努めますと、このようにうたわれております。ごもっともな話です。 

 例えば、今日、私が一般質問で行いました温泉町づくり事業は、これにあたらないんでしょ

うか。 

 それから、これは町民との協働、連携ということでありますけれども、そもそも庁内でそれ

が実現できているのかと、手には持ってこなかったんですけれども、１つのいい例がお知らせ

板でございます。これは月２回ですか、その時々の制度とか告知だとか公募を含めて、非常に

私は適切なタイムリーな情報の提供の仕方だというふうに思うわけであります。 

 ところが、じゃこの庁内でそれがどうなっているかということでありますけれども、私の知
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るところによりますと、各課ごとにその記事を提案する、最終的には課長が判をつけて、企画

課がこれをまとめるんですか、企画課で１つにまとめて、表の場合もありますし、表裏になる

場合もありますけれども、そうしてでき上がったものが役場の職員の中にどう共有されている

かと、このことじゃないですか。 

 聞くところによりますと、成果物については各戸に配りますから、それはそれとしておいて

も、ホームページに掲示するだけだと。皆さん、毎日大変お忙しく働いていらっしゃいますよ。

いつそれを見るんですか。違うんですか。 

 議会には、事務局とかに行ったりしていただいていまして、いつも事務局室のテーブルのと

ころに差し込んでいただいていまして、我々が行くとすぐいつでも目に見えるようになってい

る。ああ、どんな事業が今やられているのかな、福祉ではこんな事業をやっているのか、教育

ではこんな事業をやっているんだと、産業ではこんな事業をやっていると、こういう募集が県

から町に対してされていると、そういう情報がこの役場の中でどうやって共有されているんで

すか。答弁を求めます。 

○議長（中村俊六郎君） 大竹企画財政課長。 

○企画財政課長（大竹伸弘君） ホームページの話、庁舎内での回覧ということで……。 

○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） 今、ホームページ、お知らせ版の例で石井議員がご質問されたと

思うんですが、それを含めて各課各課、連携はどうやっているかというご質問でしょうか。 

○議長（中村俊六郎君） ３番、石井芳清君。 

○３番（石井芳清君） お知らせ版を最終的に発行しますよね。その紙が各課にきちんと、最

低でも１枚ずつ行っているんですか。どこに掲示しているんですか。各課ごとに掲示している

んですか。 

○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） 申し訳ありません、お知らせ版については、出き次第各課で１枚

持って、各課の職員が確認してあります。 

 ただ、各課の窓口に置いてあるかというと、それは企画財政課のほうの窓口に置いていまし

て、石井議員の言うように違う窓口に来たお客様が見られるという状況にはなっておりません。 

○議長（中村俊六郎君） ３番、石井芳清君。 

○３番（石井芳清君） それも含めてですけれども、私は今、職員の中の、役場の中でどうい

うふうに情報が共有されるかということなんですよ。その１つの例としてお知らせ版、あれは
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私はいい内容だと言っているでしょう。それをやっぱりきちんと各課、新しいものをきちんと

張り出しておいて、常に職員全体の共有にすべきじゃありませんか。 

 よくいろんな事業をやって、関連事業で、例えば教育委員会、公民館でさまざまな事業をや

っていただきます。何度も申しますけれども、例えば魚の開き教室なんて私もちょっと見させ

ていただきましたけれども、大変好評でした。またやってほしいと。 

 それは、確かに社会教育の面ではあるわけですけれども、もう一つ、これは重要な産業でも

あるわけですね。そうしたものが、じゃ本来の所管であるそういう産業関係の職員にきちんと

情報が伝わっているかといったら、どうも余りよく伝わっていない。これは１つの例ですよね。

それはさまざまあります。 

 そうしたことも踏まえて、日々の情報共有、これ重要度、プライオリティーというか段階は

あるでしょうけれども、そうしたものを職員の中でどう共有していくのか。課長会議でそうい

うものを話されるんですか。そうじゃないでしょうね、やっぱり懸案の課題ぐらいじゃないで

すか、私はわかりませんけれども、どんなことが話されているか。事務調整ぐらいですか。で

も、事務調整といってもさまざまな課にわたる仕事、今たくさんあるわけであります。じゃ、

それを自分たちができなくて、だから協働が進まないんじゃないですか。真の協働というふう

に呼べないんじゃないですか。 

 ここに書いてありますよ。だから、このことについて私は反対を言っているわけじゃないん

ですよ。その内容は実務としてあるかどうかという問題なんですよ。ないものがどうして協働

も協調も共有もできるんですか。そういうことじゃないんですか。 

 それから、次に移りたいと思います。 

 ちょっと具体的な問題でありますけれども、主要項目の中で、資料１、実施計画の４ページ

でありますけれども、この中に徴税対策ですね、いわゆる自主財源の確保ということで、徴税

事務について述べておるわけでありますが、これは町民の皆さんの生活が大変な状況にある中

で、残念ながらなかなか減らない、逆にふえている状況があるのは承知しているわけでありま

すが、これについて多額になっている場合なんですけれども、そういうのは、そのほかも含め

て、要するに税が滞納になっているんですが、その前に生活が厳しいということで、さまざま

な状況があると思うんですよね。 

 ですから、そういう面では基本として住民の生活設計、ここまでやはり参酌しないといけな

いんだと思うんですね。大体、多重債務ですよ、そういう方々は。じゃ、それはどうやってき

ちんと解決するのかと、多重債務の方が解決できなくて、税の解決までいかないんじゃないで
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すか。 

 それは町としてできること、できないこと、限界もある、これは承知をしております。ただ、

そういうことを抜きに、水道料金だけ、国保税だけ、住民税だけと、それからごみだとかいろ

いろ今ありますよね、そういう料金だけということにはならないんですか。それは全体的に解

決しなければ、税の根本的な解決、それは確かに景気の問題もありますけれども、ないという

ことだと思うんですね。 

 ですから、そういう総合的な対策を進めながら納得をしていただいて、税を払っていただく。

大体、大多数の町民の方は普通じゃないと思いますよ、私は。払いたくても払えない状況があ

るわけじゃありませんか。じゃ、それをどう解決していくのかということも示すということが

私は必要だと思うんですけれども、その辺についての考え方を賜りたいと思います。 

○議長（中村俊六郎君） 多賀保健福祉課長。 

○保健福祉課長（多賀孝雄君） まず、先ほど、ちょっとさかのぼりますけれども、情報の共

有というお話がございましたけれども、役場の中で合議制をとっておりまして、関係課のほう

には文書を提出して状況を説明しているつもりでございますが、議員ご指摘のように、それが

甘いということでございます。その辺はまた、今後注意してまいりたいと考えております。よ

ろしくお願いします。 

 それから、非常に経済状況が厳しい、かつ高齢化で年金生活の方が多いという中で、特別会

計の、国保におきましては年に１回、居所不明等の調査をしてございます。また、短期の保険

証の資格証明書、こちらが本年度状況で33世帯、それから居所不明につきましては16名の方が

いらっしゃるわけでございますが、調査の中で支払い方法等、現状をいろいろ伺いまして、一

気にお支払いできない場合には少しずつでも、生活の範囲の中でお願いをするような相談業務

を実施しております。 

 以上です。 

○議長（中村俊六郎君） 埋田税務住民課長。 

○税務住民課長（埋田禎久君） 納税者の件ですけれども、納税相談にあたりましては、相手

の状況をよく聞きまして丁寧に対応しております。 

 財産調査を行ったりする場合もありますが、支払能力が乏しい方に対しましては、分割納付

により柔軟な対応に努めておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 
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○総務課長（木原政吉君） 役場の中の連絡体制ということで、先ほどご質問いただいていま

す。 

 今は各課で何をやるか、その日程調整を含めて２週間に１回、課長会議を行っています。課

長が出られない場合は、次席の者を出して調整をしております。例えば、この月にイベントが

あるから、自分の課ではどうのこうのという話をした中で、日程調整をしております。 

 ただ、ご指摘をいただくように、じゃ職員全体に浸透しているかということでご意見いただ

いていますので、その辺については充分それが伝わるように心がけていきたいと思います。 

○議長（中村俊六郎君） ３番、石井芳清君。 

○３番（石井芳清君） ３番、石井です。 

 最後に、第７次行革大綱、いわゆる平成26年度予算以降の話なんですけれども、その執行で

す、これは12月議会で出していると思いますが、この段階でどのような意見がこれについて出

されたのか。全体的な執行です。どういう意見が出されたのか。 

○議長（中村俊六郎君） 木原総務課長。 

○総務課長（木原政吉君） この段階の意見で55項目、６名の委員さんからございました。 

 先ほど言ったように、町職員で検証しているわけですから、その検証がおおむね甘い、効果

についても指数を考えて今後やっていくというふうに改善していただきたいという意見とか、

高齢化が進んで少子化になっている、産業も衰退している、これをどうするのかというご意見

もいろいろありました。子供から高齢者のところまでいろいろあるのと、あと住民から見て職

員がもう少しおもてなし、また挨拶等も改善するようにというご意見もいただいております。 

 あと、そのほかに行政を進めていく上で、町長のおつきの専任スタッフとかそういったこと

で行政を前に進めていってはどうかというようなご意見もいただいております。 

○議長（中村俊六郎君） ３番、石井芳清君。 

○３番（石井芳清君） ３番、石井です。 

 たしか組織フローの中にも、副町長ということがあるということを先般指摘させていただき

ました。これについては、町長、どうされるんですか。そうした問題、今般のことを受けまし

て。今後の行政運営、町政執行について答弁を求めたいと思います。 

○議長（中村俊六郎君） 石田町長。 

○町長（石田義 君） 今、総務課長が申し上げたとおりですけれども、会議の中では、その

ご意見をいただいたときに、私はすばらしい人材がいらっしゃれば、ぜひご推薦いただき、ご

検討させていただきたい、そのようなお答えはさせていただいております。 
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○議長（中村俊六郎君） ３番、石井芳清君。 

○３番（石井芳清君） ３番、石井です。 

 さまざまな事務について、遅滞が起きているというのは事実だろうと思うんですね、温泉ま

ちづくり事業がいい例でありますけれども。 

 ただ、それが起きているということは、それだけじゃないんですよね。さまざまな事案に同

様なことが起きている。だって、町長の一番の公約の大事な事業だったわけでしょう。ですか

ら、細々としたそうした総合調整、また執行。町長、そうしたものがきちんと制度的に置ける

となっているわけでありますから、そうしたものをきちんと活用して、住民サービスをきちん

と行うと。制度、それからこういう議案の調製、会議の持ち方、必ず成果を持てるようなそう

いう会の設定の仕方。 

 それから、もう一つ言わせていただきますが、事務については皆さんパソコンを使っていら

っしゃいますよね。ほとんど１日中、席に着いているときはパソコンで作業されていると思う

んです。このパソコンの作業を１時間でも２時間でも短縮したら、物すごい改革になると思い

ますよ。今、技術的にはそれが可能なんです。わずかですよ、そういう専門のソフトを買うに

しても。 

 そうしたこともきちんと皆さんの中で調整協議していただきながら、本当に住民の中に行っ

て仕事をするということですよ。あのカレンダーがいい例じゃありませんか。 

 そしたら、我々がこう言っていても、議員、町民がこうやって言っていますよと、そういう

話はないじゃありませんか。それでこそ、本当に建設的な意見、町民の皆さんの本当の願いが

実現をする、そういう役場になっていくんじゃありませんか。そういう町づくりを目指すため

にこの行革大綱があるんじゃありませんか。これは職員の規程ですよ。総合計画はそうじゃあ

りません。住民に対する公約です。これは職員の皆さんの仕事の規程です。それをつかさどっ

ているわけです。それがこの行革大綱なんですよね。 

 そういう思いでこの計画をつくり、そしてまたそれが本当に具体的な中身のある形にしてい

くということが、私は求められていると思うんです。 

 ちょっと最後に答弁をお願いします。 

○議長（中村俊六郎君） 石田町長。 

○町長（石田義 君） 町の総合計画とあわせまして、第７次行政改革大綱、非常に重要な施

策であります。 

 冒頭に記してございます３つの大きな課題がございますが、いろいろと貴重なご指摘をいた
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だきました。これから課長会議を中心に、この大綱を実施するにあたりまして、しっかりと協

議をし、執行していきたいと考えております。よろしくお願いします。 

○議長（中村俊六郎君） ほかに質疑ありませんか。 

 11番、貝塚嘉 君。 

○１１番（貝塚嘉 君） 11番、貝塚。 

 私、昨日、時間がなくて一般質問で聞きそびれてしまったんですけれども、議長の計らいで

総務課長からお話を聞きまして、それで今日のあれもあるからと思いましたけれども、この行

政運営の展開と職員の人材育成ということで１つ、私は優秀な人材を集めて職員採用をされて

いると、これは100％そう思っています。 

 しかしながら、こうして職員の人材育成だなんといって、大っぴらにこうやって出して、何

かうちの職員は余り有能じゃないんだよというようなことを、何か恥だなというふうに、私が

思うにはだよ。じゃなくて、ちゃんと採用するときに、立派なこの方に職員になってもらえば、

町のために、町の住民のために一生懸命働いてくれるんだと、この人に頼もうといって採用さ

れておると思います。 

 そういう中で、今、石井議員も指摘しましたけれども、どうもしっくりしない、どうも違う

なという感じを受ける。だから、こういうことで指導していかなきゃいけない、そうだと思い

ます。若い人は、大学を出てすぐ社会に入るわけですから、未熟なところもあるでしょう。ま

た、配属された課においては得手、不得手とあるでしょう。 

 しかしながら、先ほど石井議員が指摘したとおり、町が町民に対して発した情報を、職員全

員がそれを共有していなきゃいけない、認識していなきゃいけないという中で、１つ提案した

いのは、どうか２週間に一遍でもいい、課長が自分の課の全職員を集めて、職員会議をしてほ

しい。５時まで仕事をやれば、30分は仕事をやめて、そして課長がいろんなことをそこで職員

同士で話し合う、そういうあれをもって、そうすると評価していますよね。そういうところで

差別のない、それぞれの持っているその人の能力も引き出せるし、そしたら適材適所のところ

に、評価に進言もできると思うんです、課長が。 

 ですから、ぜひ、仕事をするばかりが能じゃないと思いますから、せめて２週間に一遍ぐら

いは１時間ぐらい各課が自由にいろんな話をして、それぞれの持っている能力をお互いに認め

合ったり、また助け合ったり、そういう形で自分たちに与えられた仕事のグレードを上げてい

く。そうすると、町民にしたって、町の職員は本当に優秀な人たちばかりで、私たちは助かり

ますよと、そういう声が聞こえてくると思うんですよ。 
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 ですから、ここにはないけれども、私はそういう時間を設けて、ぜひそういう形で補いつつ、

もっとレベルの高いところに位置づけてほしいなと。それだけの能力があって採用されたんだ

と思いますから、その能力を高めるということは、これは町長を始め各課長さんたちの１つの

職務じゃないかなと、後輩を育てる、人を育てるという意味では必要じゃないかなというふう

に私は思うんですけれども、これについて、町長、どうですか。ちょっと、もし、私の考えが

間違っていればおっしゃってくれていいんですけれどもね。 

○議長（中村俊六郎君） 石田町長。 

○町長（石田義 君） １カ月に１回の職員会議で、私がいろいろとお話をしたり、また何か

あればご意見を言ってくださいと全職員に対して申し上げていることと、各課ミーティングは

それぞれ１週間に１回、２週間に１回実施いたしております。 

 そういう中で、今、貴重なご指摘をいただきましたので、そのことも念頭に入れまして今後

対応していきたい。よろしくお願いします。 

○議長（中村俊六郎君） ほかに質疑……。 

 １番、大野吉弘君。 

○１番（大野吉弘君） 大綱の実施計画の中に項目がいろいろあるんですが、先ほどから指摘

があるようにそつなくまとめられていますが、第６次とどこが違うんだという指摘もありまし

たが、絵に描いた餅にならないように、幾つか確認させていただきたいと思います。 

 先ほど、 井議員も企業誘致条例のところで強く指摘がありましたが、これが御宿にとって

今すぐ必要なことなのか、これでいいのかという熱い指摘がありましたが、定住化のところで

も少しチェックが欲しいかなというところを昨年度から感じておりまして、定住化促進のパン

フレット製作や企画ツアーをまた引き続き実施するということになっていますが、近隣でも全

国でも行われているような、少しばかりおいしい条件をぶら下げた定住化促進なんというのは

もう通用しないと思っています。 

 この御宿がどういった方向に向けて、真剣に向かっているのか、産業やそこに住む人たちが

どういうふうな意思を持って行われているのか、生きているのか、そしてエネルギー問題も含

めて真剣に取り組む姿勢等に共鳴をした人たちがほかよりも少し高い税金を払ってでも住んで

くれるような、そういう意思を持った定住化促進を進めてほしいということを一般質問の中で

も述べたことがありますが、その辺についてはいかがでしょうか。 

○議長（中村俊六郎君） 大竹企画財政課長。 

○企画財政課長（大竹伸弘君） 今お話しいただきましたように、各市町でさまざまな転入の
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奨励ですとか、それから中古住宅、新築住宅についての補助金等、そういったものがあるとい

うのは私どものほう承知はしております。 

 こうした中で、来年度からの取り組みの中で、一旦今のこうした取り組みにつきましては、

１つの制度、１つの課の中では当然に取り組みにはとどまらず、例えば住宅の取得や子育て支

援、福祉施策、それから今お話がありました企業立地による雇用の促進、居住生活の体験など、

全庁的なさまざまな施策の取り組みからなるものと考えております。 

 今後の取り組みにつきましては、各課で全庁的な中での横断的な組織を立ち上げまして、今

それぞれが持っておる施策についてを、定住化の視点から１つにまとめ上げて、それを定住化

の視点という形でわかりやすいように一旦は発信をまずやっていきたいというふうに考えてお

ります。 

 それから、その全庁的な組織の中で、今後の定住化、移住の推進の考え方ですとか、それか

ら施策の促進に向けた施策の内容等について、具体的に今後協議してまいりたいというふうに

考えております。 

 以上です。 

○議長（中村俊六郎君） １番、大野吉弘君。 

○１番（大野吉弘君） １番、大野です。 

 ぜひ、これから取り組むことというのは、御宿オリジナルだという部分を常に強調しながら、

思うところを高く持って前に進んでいってほしいなと強く思っています。よろしくお願いしま

す。 

 あと１つ、千葉県を初め、広域的な組織などと一緒に取り組んで効果を出していくという項

目がありますが、昨年度も行われましたライフセービング大会の、ウィークリーとして３大会、

御宿で初めて３つ一気に大会をやったという中で、小中学生との体験交流もあって、大変大き

な成果と感動を残しました。 

 そういうこともそうなんですが、ライフセービング協会が大きな大会をやるから、そこから

プレスリリースがかかっているから御宿町は広報活動をしなくていいじゃなくて、御宿は御宿

として御宿を売り込むことを常に、足を運んででも、県やメディアにタイアップしていく、こ

の姿勢がすごく大事で、その姿勢と積み重ねによって信頼関係が生まれて、御宿さんどうなの

という声が先にかかるようになってくることも経験上、多々あります。 

 待っていてはなかなかメディアも取り上げてくれないし、言ってくれなきゃわからないよと

いうことはすごく多くて、教育的な大事なイベントや取り組みをやっていても、直接個別に連
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絡してブンヤさんに来てもらわないと、新聞屋も知らない、新聞屋というか新聞記者も知らな

いというようなことを何回も経験しています。 

 この辺の連携についてはもう少し真剣に取り組んでほしいと強く思っているんですが、いか

がでしょうか。 

○議長（中村俊六郎君） 石田町長。 

○町長（石田義 君） ライフセービング大会につきまして、テーマとしてはまた事業内容と

して非常に御宿町に寄与するといいますか、活性化に役立つ事業であると思います。 

 そういう中で、現状況は、町は町として日本ライフセービング協会また千葉県等に働きかけ

はいたしております。そういう中でライフセービング協会も御宿町の姿勢を評価していただい

ていると私は認識しておりますが、ご指摘ございました大野議員との認識の幾分かの違いはあ

ると思いますが、ご指摘をいただきましてさらに一層の努力をしていきたいと思います。 

○議長（中村俊六郎君） ほかに。 

 ５番、 井茂夫君。 

○５番（ 井茂夫君） 私は２点ちょっと指摘したいと思います。 

 １点目は、この実施計画資料１のナンバー２、地域と一体となった河川浄化啓発など、地域

ぐるみの河川浄化対策を推進しますということを述べています。 

 ところが、アクションプランでは、昨年度は台所の三角コーナーに設けた浄化装置、それを

個別全て配って、ところが次年度以降は、一切そういう啓発なんというのはうたっていないわ

けですよ。 

 私は、啓発そのものが昨年だけで終わって、次年度はやらないかどうかが１つと、あの啓発

の仕方が、先ほどと同じように、温泉町づくりと同じように、これは我々職員が一体になって、

いわゆる合併浄化槽でない世帯に対して、御宿町はこういう状態ですから、こういった海をき

れいにしていろいろ産業を豊かにしたいという思いを、ただ配るじゃなくて直接行って頭を下

げて、よろしくお願いします、こういう姿勢が本当は必要だと思う。 

 ただ配ればいいのかということで、御宿台についても配ってくれました。御宿台は、極端に

言いますと、公共下水道をやっているんですよ。それは確かにあれは多少なり負荷がかからな

くて、費用はかからないと思いますけれども、やはり金を効果的に使うためには、合併浄化槽

でない世帯に直接的にお願いしにいく、こういうきめの細かい行政運営をぜひともしてもらい

たいなと。 

 これは、25年度だけでやって、ただここに今度はこの第７次行政改革大綱、26年度からやる



 

－１６２－ 

やつですね。一切アクションプランに載っていないんですよ。それが１点です。 

 次に、３ページの漁港利用施設減少を緩和し、御宿漁港のプレジャーボート利用に向けた指

定管理制度導入について関係者と協議します。ようやく、そこはその前、誰が委員になればい

いとか何かという話がようやく来ました。私も２年間ここにいまして、ああ、毎年毎年これは

書いてあるけれども、実際には最後にちょっと来て終わりなのかなと、実に私は寂しいです。

いつどうこう言うのもいいんですけれども、農業、漁業がここで衰退したら、御宿の魅力は一

つ落ちるんですよ。それを、このプレジャーボートとか何かを導入したいということを言って

いるので、どんどん関係者と詰めて、毎回毎回こんなものを書かないでもらいたいなと思うん

ですよ。 

 これも同じように、漁業者とじかに話して、どういうよい方向性を話し合って見つけていく

ということを全然やっていないんですよ。それを、また上げてきましたから、今回こそやって

もらわないと困りますよということを言いたいです。 

 その２点について、何かコメントがあるんだったら言ってください。 

○議長（中村俊六郎君） 田邉産業観光課長。 

○産業観光課長（田邉義博君） 御宿漁港の利用につきましては、このたび協議会を立ち上げ

ようということで、今、人選をお願いしているところでございまして、定まり次第、早速、協

議に入る予定でございます。 

○議長（中村俊六郎君） 佐藤建設環境課長。 

○建設環境課長（佐藤昭夫君） 河川の水質浄化につきましては、26年度は具体的な啓発の予

算は組んでございませんが、合併浄化槽、単独浄化槽、あわせて管理の啓発等、引き続き行っ

てまいりたいと考えております。 

○議長（中村俊六郎君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村俊六郎君） 質疑なしと認めます。 

 本案につきましては、討論を省略して採決いたします。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中村俊六郎君） 異議なしと認めます。 

 これより採決を行います。 

 この採決は挙手によって行います。 



 

－１６３－ 

 議案第７号に賛成の方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（中村俊六郎君） 挙手多数です。 

 よって、議案第７号は原案のとおり可決することに決しました。 

 ───────────────────────────────────────────────── 

◎散会の宣告 

○議長（中村俊六郎君） 以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

 13日は午前９時30分から会議を開きますので、ご参集願います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 長時間にわたりご苦労さまでした。 

（午後 ４時１０分） 

 


